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第３０回軽米町議会定例会平成３１年度軽米町一般会計予算等審査特別委員会  

  

平成３１年 ３月１１日（月）  

午前１０時００分  開 会  

 

議 事 日 程 

 議案第 １号 二戸地区広域行政事務組合規約の一部変更の協議に関し議決を求めるこ  

        とについて  

 議案第 ２号 特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正  

        する条例  

 議案第 ３号 軽米町森林環境整備基金条例  

 議案第 ４号 軽米町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例  

 議案第 ５号 軽米町水道の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管  

        理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例 

 議案第 ６号 平成３０年度軽米町一般会計補正予算（第７号）  

 議案第 ７号 平成３０年度軽米町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 議案第 ８号 平成３１年度軽米町一般会計予算  

 議案第 ９号 平成３１年度軽米町国民健康保険特別会計予算  

 議案第１０号 平成３１年度軽米町下水道事業特別会計予算  

 議案第１１号 平成３１年度軽米町介護保険特別会計予算  

 議案第１２号 平成３１年度軽米町後期高齢者医療特別会計予算  

 議案第１３号 平成３１年度軽米町水道事業会計予算  

 議案第１４号 財産の譲渡に関し議決を求めることについて  
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〇出席委員（１３名） 

   １番 中 里 宜 博 君       ２番 中 村 正 志 君 

   ３番 田 村 せ つ 君       ４番 川原木 芳 蔵 君 

   ５番 上 山 勝 志 君       ６番 舘 坂 久 人 君 

   ７番 茶 屋   隆 君       ８番 大 村   税 君 

   ９番 松 浦 満 雄 君      １０番 本 田 秀 一 君 

  １１番 細谷地 多 門 君      １２番 古 舘 機智男 君 

  １３番 山 本 幸 男 君 

 

  議 長 松 浦   求 君（同席）  

 

〇欠席委員（なし） 

 

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のために出席した者の職氏名  

      町            長      山 本 賢 一 君 

      副      町     長      藤 川 敏 彦 君 

      総 務 課 総 括 課 長      吉 岡   靖 君 

      総 務 課 企 画 担 当 課 長      梅 木 勝 彦 君 

      総 務 課 総 務 担 当 課 長      小笠原 達 夫 君 

      会計管理者兼税務会計課総括課長      小笠原   亨 君 

      税 務 会 計 課 課 税 担 当 課 長      福 島 貴 浩 君 

      税務会計課収納・会計担当課長      松 山   篤 君 

      町 民 生 活 課 総 括 課 長      川 島 康 夫 君 

      町民生活課総合窓口担当課長      福 田 浩 司 君 

      健 康 福 祉 課 総 括 課 長      坂 下 浩 志 君 

      健 康 福 祉 課 福 祉 担 当 課 長      角 田 貴 浩 君 

      健康福祉課健康づくり担当課長      大 西   昇 君 

      産 業 振 興 課 総 括 課 長      小 林   浩 君 

      産業振興課農政企画担当課長      長 瀬 設 男 君 

      産業振興課農林振興担当課長      日 脇 邦 昭 君 

      産業振興課商工観光担当課長      畑 中 幸 夫 君 

      地 域 整 備 課 総 括 課 長      川原木 純 二 君 

      地域整備課環境整備担当課長      江刺家 雅 弘 君 

      地域整備課上下水道担当課長      中 村 勇 雄 君 

      再生可能エネルギー推進室長      戸田沢 光 彦 君 
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      水 道 事 業 所 長      川原木 純 二 君 

      教 育 委 員 会 教 育 長      菅 波 俊 美 君 

      教 育 委 員 会 事 務 局 総 括 次 長      堀 米 豊 樹 君 

      教育委員会事務局教育総務担当次長      工 藤   薫 君 

      教育委員会事務局生涯学習担当次長      大清水 一 敬 君 

      選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 長      吉 岡   靖 君 

      農 業 委 員 会 事 務 局 長      小 林   浩 君 

      監    査    委    員      竹 下 光 雄 君 

      監 査 委 員 事 務 局 長      小 林 千鶴子 君 

 

〇職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名  

      議 会 事 務 局 長      小 林 千鶴子 君 

      議 会 事 務 局 主 査      鶴 飼 義 信 君 

      議 会 事 務 局 主 任      川 島 幸 徳 君 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    ◎開議の宣告  

〇委員長（松浦満雄君） ８日に引き続き、会議を開きます。  

    傍聴の申し出がありましたので、許可をいたしました。  

    本日は東日本大震災発生から８年を迎えますので、２時４６分になりますと町内

に放送があると思いますので、黙禱の協力をよろしくお願いいたします。  

    本日午前中、田村委員が欠席ということでございます。  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    ◎議案第８号の審査  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、本日は９１ページ、７款商工費、１項商工費の説明

を担当課長よりお願いいたします。  

             〔「その前に資料の説明よろしいですか」と言う  

               者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  その前に８日の日の件で資料説明をするということなので、産

業振興課総括課長、小林浩君。  

〇産業振興課総括課長（小林  浩君） 金曜日の日に質問等ございました野生鳥獣による

農作物の被害状況でございます。  

    例年でございますけれども、３月中旬から末にかけての水田の転作の取りまとめ、

町内１５会場で行っておりますけれども、そのときの農家さん一人一人から聞き

取り調査したものです。その後電話等により被害があって、それも追加したもの

で、今現在の一番新しいものは平成２９年度分でございます。平成３０年度分は

今月１４日からの転作の取りまとめをするということになります。  

    平成２９年度の概要でございますが、鳥類でございます。スズメ、カラス、ムク

ドリ等がかなり面積も大きなものになっております。獣類といたしましては、熊

が被害面積で１町３反、鹿が３町歩ほどとなっております。被害面積の合計でご

ざいますが、１１．５ヘクタール、被害額で県等が定める額によりまして算定し

たもので１，１３４万６，０００円の被害額となっております。  

    説明は以上です。  

〇委員長（松浦満雄君）  ただいまの件につきまして質問ありますか。  

             〔「なし」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、商工費、１項、産業振興課総括課長、小林浩君。  

〇産業振興課総括課長（小林  浩君） それでは、７款商工費について説明いたします。  

    １目商工総務費、これは担当職員給料等４人分等を含める経常的な経費となって

おります。  

    ２目商工業振興費、前年比５，２４３万４，０００円減の４，９８２万３，００
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０円を計上させていただきました。減額となった主な要因でございますけれども、

かるまい交流駅（仮称）の実施設計が平成３０年度で完了するということに伴う

減でございます。  

    主な予算の内容でございますけれども、１３節委託料、物産交流館指定管理委託

料として３３４万円と、かるまい交流駅（仮称）建設工事積算参考資料等作成業

務委託料として２３３万７，０００円。  

    続きまして、９３ページでございます。１８節備品購入費、物産交流館のエアコ

ン１台購入費用として４２万２，０００円。１９節負担金、補助及び交付金とい

たしまして、大きなものといたしまして軽米町商工会への補助金１，３１５万円。

昨年度と同額でございます。あと、２２節補償、補填及び賠償金といたしまして、

交流駅建設予定地の東北電力、ＮＴＴの電柱移転補償費として６８０万２，００

０円を計上したものでございます。  

    続きまして、３目観光費、前年比８６万４，０００円増の１，７２７万７，００

０円でございます。  

    予算の主な内容でございますが、観光費に係る臨時職員の１名分を計上しており

ます。続いて、９４ページでございますが、１９節の負担金、補助及び交付金と

いたしまして、軽米町観光協会への補助金として９４２万３，０００円を計上し

ております。ほぼ前年度と同額でございます。  

    続きまして、５目地場産業振興費、前年比４４４万円増の８４５万４，０００円

を計上いたしました。主な増額の内容でございますけれども、全国さるなし・こ

くわサミットが平成３１年度、軽米町で開催されることに伴う経費が主な増額の

要因となっております。 

    以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  説明が終わりました。  

    質問ありますか。  

    細谷地委員。  

〇１１番（細谷地多門君） 全国さるなし・こくわサミットって、内容はどういった感じ

になるのでしょうか。その産物はわかりますが、あとは北東北のもの、北海道と

か寒冷地のほうが盛んなのか、そうでなくてやっぱり日本海側とか、中部地方と

かって全国的にはどの辺までエリアというのか、産地になっているか。  

〇委員長（松浦満雄君）  産業振興課総括課長、小林浩君。  

〇産業振興課総括課長（小林  浩君） 東北が主でございますが、東北以外にも２町村ぐ

らい入って、町村数としては１０市町村でございます。これまで福島県の玉川村

で２年続けてサミットを開催していただきましたけれども、この全国の１０市町

村のサルナシ等を使った特産品のＰＲ、販売、１０月１９日、食フェスタの前日
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でございますけれども、この日に１０市町村とプラス、サルナシを生産している

個人の方々等もお集まりいただきます。平成３０年度の事業報告、予算・決算報

告と３１年度の総会を前日に開催いたします。懇親会等も開催いたしますけれど

も、次の日に主に各市町村の物産品のＰＲ及び販売を行うということで、本年度

は軽米町では２０日の日、食フェスタに合わせて役場前及び職員駐車場前等を使

って開催したいと考えております。  

〇委員長（松浦満雄君）  細谷地委員。  

〇１１番（細谷地多門君）  わかりました。  

    総括課長からもう一つ聞きますが、サルナシの生産量といいますか、生産の動向

というか、推移というのか、それは、苗木の更新とか、前にさまざま実態を聞き

ましたが、現在はどうなっていますでしょうか、本町の場合。  

〇委員長（松浦満雄君）  産業振興課総括課長、小林浩君。  

〇産業振興課総括課長（小林  浩君） 平成３０年度で４．８トンのサルナシの生産量に

なっていたと記憶しております。その年によってとれる年ととれない年と当然あ

るわけでございますが、大体４トンから５トンぐらいが軽米町の総生産量となっ

ております。  

    以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  細谷地委員。  

〇１１番（細谷地多門君）  わかりました。  

    総括課長、それで何年か前に大変生産量が減って在庫がなくて加工品に間に合わ

ないというような実態を聞きましたが、そうすると４．８トンという数字という

のは安全圏といいますか、加工品に向けても安全だと、安心だという、その数量

の部分でしょうか。  

〇委員長（松浦満雄君）  産業振興課総括課長、小林浩君。  

〇産業振興課総括課長（小林  浩君） 例年、前年度に生産されたものをストックをしな

がら、例えば平成３１年度であれば３０年度に生産されたものをストックして、

それを使っていくわけでございますけれども、現在のところストック量は足りて

いると。軽米町産業開発のほうでストックしておくわけでございますが、現在の

ストック量は８トンぐらいあるということをお伺いしております。  

〇１１番（細谷地多門君）  わかりました。  

〇委員長（松浦満雄君）  ほかに。  

    舘坂委員。  

〇６番（舘坂久人君）  ９２ページの２目商工業振興費の１３節の委託料の中の工業団地

支障木伐採業務とありますが、これの関連でちょっとお聞きしたいのですが、現

在工業団地ですが、何年か前に議会でも現地を視察に行ったことがあるわけです
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が、現在の状況は誘致企業の会社は現在も同じく１社でしたかな。その稼働状況

は余りなかなか私らも見る機会もなくて、詳細のほうはその後どうなっているか

わからないのですが、現在はどのような状況で稼働しているのか。  

    それから、その敷地の面積というか、現在稼働している企業のほかにも、スペー

ス的にはまだ誘致できるようなスペースは十分残っているわけですか。  

    この伐採業務というのは、残っている敷地の何か木が生えてきたから伐採すると

いうふうなことでしょうか。ちょっとお知らせお願いします。  

〇委員長（松浦満雄君）  再生可能エネルギー推進室長、戸田沢光彦君。  

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  １つ目の稼働状況についてはちょっと

まだ把握していませんので、後でお知らせしたいと思います。  

    それから、残りの広さということについても、現在東北ブルケンという会社が１

社だけ入っている状況でございます。残りについては特にまだ予定はございませ

ん。 

    それから、支障木の伐採業務ということでございますが、その東北ブルケンの所

有地の周辺でございますけれども、アカシアといいますか、とげの生えた木です

が、もうこんな状況になっていましたので、一回伐採しておかないと後で大変に

なる、あるいは風とか、雨とかで倒れる可能性があるということで予算計上しま

した。 

〇６番（舘坂久人君）  のり面でなく敷地。  

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  敷地です。のり面も結構生えてはいる

のですが、とりあえず支障となる部分を伐採したいということでございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  いいですか。  

    舘坂委員。 

〇６番（舘坂久人君）  その会社、東北ブンケン……  

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  ブルケン。  

〇６番（舘坂久人君）  ブルケン。何を生産する会社ですか。  

〇委員長（松浦満雄君）  再生可能エネルギー推進室長、戸田沢光彦君。  

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  サッシの組み立てというか、そういっ

たことをやっている会社ということでございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  いいですか。  

〇６番（舘坂久人君）  了解しました。  

〇委員長（松浦満雄君）  古舘委員。  

〇１２番（古舘機智男君）  商工振興費の関係でお伺いしたいと思います。  

    交流駅構想の関係で、いろんな論議もありましたけれども、今建設予定地は当初

計画よりずっと隅にと言えば語弊があるかもしれませんけれども、中心商店街か
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らぐっと外れたところになりました。交流駅には莫大なお金をかけて、これから

何十年という軽米町の中核的な施設というか、図書館があったり集会施設、その

ような形でやって、にぎわい創出の起爆剤的なというか、位置づけが大きな要素

を占めていたと思うのですが、今のままの状況でいけば、その莫大なお金を使っ

たものが本当にその有効的な活用に結びついていかないのではないかと危惧をし

ています。今の軽米町の中心商店街、本当にここ５年、１０年で全く人通りがな

くなってしまっています。それに歯どめをかけながらも大きな中心商店街の活性

化が、私は今度の交流駅構想の一番のかなめだったのではないかと思っておりま

す。ですから、これの議決をされて、土地も購入してという状況にもなるのです

けれども、改めて莫大なお金を使うこの交流駅構想の位置の問題、当初の予定地

からは、ちょっとした土地のトラブルで、その後はもうそれ自体は解消している

やに、そこは買えない、そうすると問題からは方向性が見えているようなと私は

認識をしております。そういうことも含めて、土地の分もありますけれども、本

当に大きな費用をかける交流駅が末代にわたって何十年後にもああ、いい建物だ

ったということが言えると言い切れないと私は思っています。  

    町民の期待感も、ずるずると長引いているという感じも受け取っており、何か早

くできればいいなというような声も余り聞こえないというか、場所も変わって、

そういう状況になっていますが、抜本的な見直し等々についてはどう考えている

のか、そういう考えはないということには何か見えているような気もしますけれ

ども、でも、今立ちどまって再考してみる必要があると思いますが、いかがでし

ょうか。  

〇委員長（松浦満雄君）  産業振興課総括課長、小林浩君。  

〇産業振興課総括課長（小林  浩君） まず、抜本的な見直し、位置等も含めたというご

質問でございましたけれども、これまでも約２年間、平成２８年度から本格的に

土地の選定作業に入り、２９年度までに住民の方々、住民説明会、隣接者説明会、

百人委員会の意見をお伺いして、建設検討委員会及び議会にお諮りし承認をいた

だいて進めてまいってきたと考えております。  

    今のところでは抜本的な考え方、変更はないと、このまま進めると。なおかつ、

平成３１年度からはハード事業、町道でございますけれども、建物を建設するた

めには大型車両等、一般交通に影響を及ぼさないような工事用道路的なものが当

然必要になってまいります。町道大町下新町線を先行して改良工事をすると。平

成３２年度からは町道拡幅の工事を行った上で建設工事に入っていくということ

になります。  

    ハード面につきましては、今まで進めてきたように、また町民の皆様初め議会で

もご説明したとおり進めてまいりたいと考えております。  
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    ただ、町中心街の活性化でございますが、これもこれまでの議会の中でもいろい

ろな議論がされてきたものと考えております。大町方面へのアクセス道路等が必

要ではないか。それについても都市計画法の制約から１ヘクタール未満での開発

を行う。ただ、平成３２年度に造成工事が終わってから建物工事に入るわけでご

ざいますが、造成工事が終了すれば、それから３年以降であれば都市計画法の基

準に制約されない開発がまた可能となってまいります。これはまだ建物を建てる、

建ててどう運営していくか、軽米町の文化協会であったり、図書館支援協力会で

あったり、いろいろな組織の方々ともその開館以降の使い方等について、子育て

支援スペースについてもそうでございますが、お話を今年度本格的に実施してま

いりました。活性化につなげていくためにはまだ、建てたから終わりではないと

考えております。建ててから、そのアクセス道路の確保をどのようにいくか、３

年後から考えていたのでは、やはりまたまた間があいてしまうと思いますので、

その３年後にすぐ着手できるような検討を今からしておく必要はあると、そのよ

うに考えております。  

〇委員長（松浦満雄君）  古舘委員。  

〇１２番（古舘機智男君）  担当課の答弁としてはもう精いっぱいな答弁だったと思いま

す。平成２８年度から始まって場所を選定してとありましたけれども、大きく場

所の移転がありました。それもぎりぎりの３月議会の中で、企業版のふるさと納

税等の利用なんかも含めて、その活用という形で、十分な論議もないままに移転、

場所が変更になりました。その後、アクセス道路の関係でもいろんな不便さみた

いなところ、いろんな問題等もあったけれども、それなりのこともどんどん現在

進行中の関係ですから何ですが、軽米の市が、江戸時代から続いた市も含めて、

市と軽米町の活性化を有機的に結びつけていく上でも交流駅と、また市の場所の

隣接か何かも含めてやらないと、後年になってから本当にあれでよかったのかな

という反省が出てくるのではないかなというのを非常に懸念しております。そう

いう意見を述べて、それに対する、そんなことはないと、町民の、軽米町の中心

街の活性化の大きな力になり得るものだという力強い町長の決意というか、自信

があるのでしたら、その思いを町長のほうからいただきたいと思います。  

〇委員長（松浦満雄君）  町長、山本賢一君。 

〇町長（山本賢一君）  場所的にも今の場所は予定地の隣でございます。また、旧来から

非常ににぎわいのある場所であるというふうにも私はお聞きしておりますし、ま

た引き込み線等も今平成３１年度中に完成させる予定でございます。そういうこ

とで、平成２８年度から土地の取得、それからまた本年度は引き込み線の整備、

そしてまた来年度からは本格的な工事の着工に入ります。そういった点では私は

着実にこの事業進展しておるというふうに思っておりますので、この場所で私は
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間違いなかったというふうに感じております。そしてまた、完成後にはここが本

当ににぎわいゾーンになるように、さまざまなソフト的な面等も含めて町民のご

意見等をお聞きしながら、活性化に努めて最大限努力してまいりたいというふう

に思っております。  

    以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  いいですね。誰かありますか。  

〇１２番（古舘機智男君）  了解はしません。 

             〔「再エネの施設について」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  はい、あなたが何か聞くかと思ってさ。いいですか。  

             〔「そいつ聞いてけだがら」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、皆様から大規模畜産施設についての資料要求があり

ましたので、資料の説明をさせます。  

    再生可能エネルギー推進室長、戸田沢光彦君。  

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  資料、１枚物の図面をお渡ししており

ますけれども、ごらんいただきたいと思います。説明するに当たって、逆さに見

てもらったほうが私説明しやすいのですが……  

             〔「逆さに」と言う者あり〕  

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  はい。上のほうが南ということで見て

いただきたい、下のほうが軽米方面というふうに見ていただきたいと思います。  

    下のほうに集落がありますけれども、これが民田山の集落の最終といいますか、

Ｙ字路になっているところにバスの転向場がございます。その転向場をＹ字路を

左に曲がっていただきまして、ずっと進んでいただきます。そして、又Ｙ字路が

ありますけれども、そのＹ字路を右側に進んだところに予定しているところがご

ざいます。この面積でございますが、５ヘクタールということでございます。規

模的には年間１００万羽の生産を予定しているということでございますけれども、

とりあえず１期工事として５０万羽の生産を目指すということでございます。こ

れから林地開発等の申請をするということで、まだ詳細の計画についてはこれか

らということでございます。  

    住民の説明につきましても、それらの詳細の計画が立った段階で説明するという

ことでございます。  

    私からは以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  商工費……  

             〔「これについていいんですよね」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  これについて、それでは資料について、古舘委員。  

〇１２番（古舘機智男君）  町長が施政方針演述の中で大規模畜産の誘致するということ
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と同じもの、同じものというか、そのものであるかということの確認をしたいの

ですけれども。  

〇委員長（松浦満雄君）  再生可能エネルギー推進室長、戸田沢光彦君。  

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  同じものということでございます。大

規模養鶏と、それから大規模養豚と２つあるわけでございますが、大規模養豚に

ついてはまだ公表できる段にはないということで、これだけ説明いたします。  

〇委員長（松浦満雄君）  古舘委員。  

〇１２番（古舘機智男君）  私も不勉強であれなのですけれども、大規模養鶏、１００万

羽というのは、例えば現在の養鶏、軽米の全体の量から比べれば、その１００万

羽というのは今までの施設から養鶏をやっている規模の想像がつかないのですが、

例えば今までの、この新施設生産量というのがあると思うのですけれども、今ま

で軽米町のブロイラー産業も一大産地でもあると思うのですが、その中にこれが

加わって５０万羽から１００万羽になった場合、それで１０％を占めるとか、２

０％ぐらいの部分に当たるようなという形がわかれば……  

〇委員長（松浦満雄君）  再生可能エネルギー推進室長、戸田沢光彦君。  

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  １００万羽というのは軽米町において

どのくらいの割合を占めるかということでございますけれども、ちょっと頭の中

にその規模感がありませんので、ただ私が今まで税務会計課にいて評価をしたこ

ともありますので、大きいところで１０万羽とか、６万羽とかいうふうな感じと

思います。  

〇１２番（古舘機智男君）  大きいところで五、六万。  

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  １００万羽というのは軽米町において

どのぐらいということを後でお知らせします。  

〇委員長（松浦満雄君）  古舘委員。  

〇１２番（古舘機智男君）  畜産施設というのは、この前にも軽米町でも問題になってき

たように、どうしても畜産公害という問題がいつも心配されるところです。今ま

での大規模経営でも五、六万羽というのが、出発時点から１０倍ぐらいの大きさ

のものを１カ所につくる。やっぱりそのためにはいろんな施設が必要だと思いま

すし、公害の発生をなくする。これまでも例えば養鶏、きめ細かい羽が飛んで、

たばこ農家なんかにも飛んでくれば大変だとかというのがあって、そこに建設反

対運動が、蛇口のほうでしたっけか、も出たりしております。  

    そういう意味では、軽米町で誘致という形に、積極的に取り入れていくためには、

そういう町民の心配というのがどうしても畜産関係ではセットになるというか、

ものになってくると思うのですが、そういうことについて、誘致するためにはど

ういう条件を持っていて、どういう、雇用の関係もそうですし、その辺を説明し
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ていただきたい。  

〇委員長（松浦満雄君）  再生可能エネルギー推進室長、戸田沢光彦君。  

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  畜産の公害の関係でございますけれど

も、場所的にはそういった畑だとか集落からも結構離れたところでございますし、

それから開発に当たっては公害防止協定を結んでいくというようなことになるか

と思います。  

〇委員長（松浦満雄君）  できれば、委員は手短な質問でお願いします。時間がありませ

ん。短く質問してください。お願いします。  

    山本委員。  

〇１３番（山本幸男君）  関連して質問いたします。  

    この斜線になった部分は、現況はどんなところですか。木が雑木とか、松とか、

そうでなければ今木を切ったすぐ、そういう土地であるかということの説明。そ

うでなければ共有地、靄岳の共有地とか、個人とか、わかる範囲で。  

〇委員長（松浦満雄君）  再生可能エネルギー推進室長、戸田沢光彦君。  

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  予定地の木の状況ということでござい

ますけれども、場所によって若干人工林と、それから広葉樹の部分とあるようで

ございます。ただ、その木の種類についてはちょっとそこまでは認識はしてござ

いません。  

    それから、所有者についてはちょっと手持ち資料がございませんので、後ほど…

… 

〇委員長（松浦満雄君）  いいですか。  

    それでは、商工費……  

             〔「あっ、済みません」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  再生可能エネルギー推進室長、戸田沢光彦君。  

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  先ほどの１００万羽の件でございます

けれども、現在軽米町の生産規模１，１００万羽ということでございますので、

大体１割ぐらいふえるというふうなことでございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、終わりたいと思います。  

    山本委員。  

〇１３番（山本幸男君）  先ほど古舘委員からも質問がありました交流駅の関係について

質問したいと思います。 

    今年度は道路、入ってくる道路の周辺を整備したいというふうな説明でございま

したが、見た感じは二戸市のほうから来れば入り口が大変とうまく車が流れてい

くのかなというふうな、正直疑問も持ちます。だから、今建っている建物等は振

りかえで入ってくるというのはちょっと無理な感じもいたしますが、その点につ
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いてはどう考えているのか、説明願いたいと思います。  

    それから２点目は、当初予定した土地、馬検場跡地ということです。その跡地の

関係については、その後さまざま権利関係で疑問のあった土地も明快になったと

いう話も聞いておりますので、あの土地の活用方法とか取得の考え方というのは

現段階ではありませんか。  

    以上２点。  

〇委員長（松浦満雄君） 産業振興課総括課長、小林浩君。  

〇産業振興課総括課長（小林  浩君） まず最初に、町道拡幅工事、出口付近の建物等が

支障にならないかということでございますが、平成３１年４月以降に工事に入り

ます。詳細設計及び積算まで完了しております。それをもとに二戸土木センター

及び二戸警察署交通課、公安委員会の窓口でございますが、とも協議を行った上

で承認を、二戸土木センターへの申請は道路法２４条に基づく取りつけの申請は

着手時になりますが、公安委員会からは線形等全てについて承認をいただいてお

りますし、建物が支障になることはございません。  

             〔「えっ」と言う者あり〕  

〇産業振興課総括課長（小林  浩君） 支障にはなりません。現存の建物は移転等はあり

ません。そのままで十分道路を設置する土地はございます。  

    あとは、２つ目ですが、旧馬検場跡地の今後の活用ということだろうと思います。

行政サイドとして、行政の考え方だけで進むのではないと考えられます。当然所

有者がおりますし、商工会等では例えば今後の民間まちなか活性化等を含めた考

え方、官民連携した形での総合的な考え方で進めていくことが大切なのだろうと

思います。  

〇委員長（松浦満雄君）  山本委員。  

〇１３番（山本幸男君）  入り口の関係でございますが、総括課長は公安委員会とか手続

的には問題がないというようなことをまず思っているというような説明でござい

ますが、通ってみて、どうもさわやかな入り口ではないなというふうな印象を正

直持っています。それらについてはさらなる検討が必要ではないかなというふう

に考えますが、町長、いかがですかというのが第１点。  

    それから２点目は、旧馬検場跡地、一般質問でも何ぼか触れましたが、大体しゃ

べらなくても委員長はわかっていたと思いますので、そういう活用を含めてもっ

と前向きな議論が必要ではないか。商店街は大変と正直厳しい状況に置かれまし

て、あと３年たった後は、完成するころはどうなっているだろうかなというふう

な心配を町長、正直私は思っています。そんな面で何か公民館、図書館というだ

けでなく、交流駅というような看板を立てるのであれば、もっと、古舘委員と大

体同じですが、検討を加えて、土地の取得等もあわせて検討してはいかがだろう
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かなと思うのですが、いかがですか。  

〇委員長（松浦満雄君）  町長、山本賢一君。 

〇町長（山本賢一君）  確かに懸念される状況は、私もあそこを通っておりまして、緩や

かなカーブがあるというふうなことで、十分委員のご心配もわかりますが、今総

括課長が説明したように、そういったことも踏まえて警察、その他の許可と申し

ますか、いろんな法的な部分も含めて、得て設計し、そしてつくられるわけでご

ざいますので、私はそういった心配はないというふうに考えております。  

    そしてまた、何回も繰り返しになりますが、当初予定しておる隣の土地でござい

ます。そういうことで、私はこれからさまざまな、いろんな皆様のご意見も聞き

ながら、にぎわいゾーンを創出しながら、中心商店街の活性化に努めてまいりた

いと思っております。皆さんのいろんなご意見等を聞きながら、やはりそういう

ゾーンをこれからしっかりとつくっていかないと、私は委員皆様に心配されるよ

うなことがどんどん起きてこないようにしっかりと頑張ってまいりたいというふ

うに思っております。  

    以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  山本委員。  

〇１３番（山本幸男君）  何ぼか前向きな答弁で安心しました。  

    ただ、私は二戸方面からずっと来ますと、八戸線とぶつかったあそこから来るわ

けですが、向こうから見た感じは、走ってきた感じは、どうもあそこに大きい道

路があって、そこから交流駅にというようなにしてはお粗末だなと、事故も起き

るのではないかというような感じも正直、と僕は思います。皆さんはどう……そ

ういう観点で町長がもう一回あの道路を走ったときよく見て検討に入ったほうが

いいのかなと、またそうでなければ交流駅という看板は下げて、図書館あるいは

公民館という看板で対応したほうがいいのではないかなと、そう思いますが、い

かがですか。  

〇委員長（松浦満雄君）  町長、山本賢一君。 

〇町長（山本賢一君）  交流駅の入り口としては、今計画しているあの道路が一番最適だ

と思っております。これもまた何回も繰り返しになりますが、いろんな許可を受

ける時点の中でさまざま道路の設計上も組み入れてございますので、私はそうい

う心配はないというふうに思っておりますし、またそういうふうなことが起きな

いようにしてまいりたいと思っております。  

    以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  大村委員。  

〇８番（大村  税君） 関連でございますが、先ほどからいろいろとるる答弁いただきま

したが、にぎわい創出を町の中心部にということで計画されて、間違いないとい
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うふうな場所も町長が答弁されましたが、それはまず買ったのでこれから有効活

用しなければならぬという思いでございます。  

    それで、お話しさせていただきたいと思いますが、アクセス道路も建設後、大町

の商店街につながるアクセス道路も整備するというような先ほどの答弁にもござ

いました。やはりそれはにぎわい創出の根っこであるなと、このように私は思っ

ております。その観点から、これからもまたこの計画等々にも町民の声を取り入

れてというようなこともお聞きして、大変受けとめ方がいいなと、このように思

っておりますが、今私はこう思うのは、にぎわい創出を高める拠点の交流駅に、

今交流物産館が大町にあるわけですよね。あそこは年間１３０万円の敷地料を払

っているのですよね。その交流館もそこに、アクセス道路とあわせたそういう考

えをお持ちにならないのか、ないのであればそういうことも加味したにぎわい創

出計画をしてみてはと、このように思いますが、いかがですか。  

〇委員長（松浦満雄君）  産業振興課総括課長、小林浩君。  

〇産業振興課総括課長（小林  浩君） 今のご質問でございますが、今計画している交流

駅には１階のエントランスホール、かなり広い面積になります。ここは物産品を

販売するスペースというよりは、ＰＲしていくようなスペース、例えば小学校で

絵、作文、そういうものがあったものを展示してみんなから見てもらう。あとは、

時期的に新商品が出た場合のＰＲスペースとしても使ってもらう。町を活性化す

るためのいろんな行事等に使っていただけるスペースだと考えておりますが、物

産交流館のように通年で物産品の販売を行うというものは兼ね備えてはおりませ

んので、今後もしばらくはその物産交流館とは切り離した形での使用になると思

います。  

〇委員長（松浦満雄君）  大村委員。  

〇８番（大村  税君） では、まず今のは想定にないということですね。それは大変残念

だなと思いますが、このにぎわい創出の拠点をつくるというのであれば、点在し

たようなところではなくて、やはりすぐ大町にも近いし、アクセス道路をつなぐ

ことによって、そこに交流館があることによって、そこのにぎわい創出がさらに

高まるというような私は思いでお話しさせていただきましたので、まずこれから

のいろいろな計画において、その計画内に加味してほしいなという思いでござい

ます。 

    というのは、百三十数万円の借地料を払っているのですよね。今なら交流駅みた

いなのですよね、物産交流館も。こっちにもある、こっちにもあるではなくて、

通常は交流駅がいろんなイベントがなければそんなに利用されないのですよね。

そういうことも考えると、やっぱりそこに集中させた計画をしてほしいというこ

とを提起して、終わります。  
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〇委員長（松浦満雄君）  ということですが、答弁要りますか。  

〇８番（大村  税君） まあ、考えが……  

〇委員長（松浦満雄君）  産業振興課総括課長、小林浩君。  

〇産業振興課総括課長（小林  浩君） 敷地料を大野の方に年間１３８万円ほど支払いを

していたと考えておりますけれども、おっしゃるように今後はますますその公共

施設のマネジメント、更新していくのか、していかないのか、統合していくのか、

これ非常に重要な問題だとは考えております。ただ、今時点、すぐ物産交流館を

なくするのかというところまでは今現在は考えてはおりませんが、そのお祭り、

いろいろな町内のイベントする際のトイレの関係もございますし、図書館等を利

用していただいた高齢者の方々が交流駅のほうも使用していただけるとは思って

おりますが、その町なかを使用したいという方も中にはおられると思います。た

だ、その辺は皆さんの意見をよく聞きながら、総体的に考えた上で今後検討して

いきたいと、そのように考えます。  

〇委員長（松浦満雄君）  よろしいですか。  

〇８番（大村  税君） はい。 

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、次に移ります。  

    ８款土木費、１項、２項、３項、４項、５項、６項、８款全て説明をお願いしま

す。 

    地域整備課総括課長、川原木純二君。  

〇地域整備課総括課長（川原木純二君）  ８款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費

について、前年度予算より２，２３５万５，０００円減額の４，６４０万円を計

上しております。これの主なものは、職員の給料に係る部分、あと１９節負担金、

補助及び交付金について、昨年度県営の急傾斜地崩壊対策事業費の負担金１，３

２０万円ありました、これが完了しておりますので、こういう予算となっており

ます。 

    続きまして、２項道路橋りょう費、１目道路橋りょう総務費で、これは前年度比

７０万１，０００円多い１，２８５万４，０００円を計上しております。内容に

ついては、昨年度とほとんど同じなのですが、道路台帳補正業務委託料が６０万

円ほど増となっております。  

    続きまして、２目道路維持費、２，６８６万円増の１億４，５３１万円を計上し

ております。この主な内容ですけれども、１３節委託料、町道高清水上下野場線

流末処理に係る調査設計、あと分筆登記等新たに計上しております。あと、町道

舗装修繕計画策定業務委託料、これは今後町道の舗装修繕を行う場合、いろんな

財政的補助とかそういう部分を受けるためにこの計画を立てなければならないと

いうことになっておりますので、これを計上しております。１５節工事請負費、
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新たに出てきたのが町道高清水上下野場線流末処理工事となっております。  

    ３目道路新設改良費、前年度比５，２９７万６，０００円減の１億３，５０８万

２，０００円を計上しております。これの減額となったのは、前年度町道蛇口蜂

ケ塚線の調査測量、分筆登記等委託料が完了しましたので、前年度と比較して減

額となっております。新たに町道小軽米七ツ役線概略設計業務委託料１４１万９，

０００円を計上しております。１５節工事請負費ですけれども、昨年度からの継

続となっておりますが、新たに町道大町下新町線道路改良工事が新規で計上して

おります。  

    ４目橋りょう維持費、これは前年比２，０１０万円の増となっております。これ

は、委託料、軽米町道路橋・八戸自動車道跨道橋定期点検及び設計業務の委託料

と、１５節工事請負費、町道屋敷青沢新畑線内野々橋橋梁補修工事として計上し

ております。  

    ３項２目河川整備費、前年度比１０万円増となっております。これは、委託料の

河川維持修繕業務委託料１６０万円、これが１０万円、昨年度より多く計上して

おります。これは、川を守る会に委託する委託料でございます。  

    ８款５項住宅費、１目住宅管理費１億８，７５４万３，０００円、前年度より減

額の２，４４６万１，０００円を計上しております。これは、新たに今年度２目

住宅建設費を設けたためにその分減額になっておりますけれども、主な内容です

が、下向川原住宅の下水道、公共下水道に接続するための工事費６００万円を計

上しております。それに伴う分担金等を３万２，０００円計上しております。  

    ２目住宅建設費、これは新萩田２号団地、仮称ですけれども、建築工事に係る予

算を計上しております。委託料２，７５９万４，０００円、工事費２億８，２２

８万２，０００円、これは長屋を２棟、戸建てを３戸予定しております。１９節

負担金、補助及び交付金、下水道と水道の接続するための分担金を計上していま

す。 

    以上で終わります。  

〇委員長（松浦満雄君）  産業振興課総括課長、小林浩君。  

〇産業振興課総括課長（小林  浩君） １００ページをごらんください。８款土木費、３

項河川費の１目ダム管理費でございます。これは、雪谷川防災ダムを管理するた

めの担当職員１名の給料及び管理のために必要な委託料等経常的な経費でござい

ます。 

〇委員長（松浦満雄君）  町民生活課総括課長、川島康夫君。  

〇町民生活課総括課長（川島康夫君）  １０３ページの８款６項の公園費になります。円

子地区親水公園と向川原地区親水公園の維持管理経費に充てるものです。  

    以上です。  
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〇委員長（松浦満雄君）  以上でよろしいですか。  

    それでは、８款全般で質問を受け付けます。質問ありますか。  

    中村委員。  

〇２番（中村正志君）  新設の大町下新町線の道路改良費ですけれども、始点、終点とい

うのはどこになっているのかということと、平成３１年度で全て完成ということ

で、終了ということなのか、２点お願いします。  

〇委員長（松浦満雄君）  地域整備課総括課長、川原木純二君。  

〇地域整備課総括課長（川原木純二君）  先ほども交流駅の関係でお話しありましたけれ

ども、戸賀沢輪店のところから交流駅建設用地までの道路になります。改良だけ、

平成３１年度予定しております。舗装については、交流駅完成に合わせた形で終

了する予定になっております。  

    以上です。  

〇委員長（松浦満雄君）  中村委員。  

〇２番（中村正志君）  ということは改良だけやるということで、舗装の部分はまた明ら

かになっていない。どのような年次計画でやるかというのはわかっていないと。  

    あともう一つ、私これ、大町元屋町線という言葉が出たときに、あれっ、今まで

ある道路、多分ヤンマーのところから元屋町に抜ける道路、あの道路のバイパス

的な道路なのかなというふうに逆に思ったりしたんです。普通、私から思えば始

点が下新町であれば下新町何がし線という言葉があるのかなと思ったのですけれ

ども、大町元屋町線というから元屋町に入るあっちのほうから下新町に抜ける道

路なのかなというふうに思ったのですけれども、あそこは今交流駅のところは大

町になっているのですか。  

〇委員長（松浦満雄君）  産業振興課総括課長、小林浩君。  

〇産業振興課総括課長（小林  浩君） 町道の認定上は、起点が軽米派出所のところが起

点になります。終点がヤンマー、それで町道大町下新町線でございますが、今交

流駅は新設、終点部分が両側に建物がございますので、その建物にかけないよう

に戸賀沢輪店のところに持っていくという工事になります。町道認定上は大町下

新町線ということです。 

〇委員長（松浦満雄君）  中村委員。  

〇２番（中村正志君）  ということは、私が言ったのが合っているということですね。と

いうことは、逆に言えばヤンマーのところからぶつかるところまでの部分が廃止

になるということになるわけですね。新設、新たにバイパス的につくるというこ

とになれば。  

〇委員長（松浦満雄君）  産業振興課総括課長、小林浩君。  

〇産業振興課総括課長（小林  浩君） 去年、おととしあたりの全員協議会等でも図面で
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ご説明したと思うのですけれども、公安委員会との協議で交差点を近くすること

は、今の町道を残した上で新たに２車線の交流駅まで入っていく道路を通すと、

それは許可上だめですよと。現道を拡幅をして２車線にするか、２車線道路が完

成をして供用開始になるときに現在の町道は歩行者専用にするか、どちらかを選

択してくださいということで、経費等を考えて後者の現在の道路は歩行者専用で

すね、瀧村のほうからずっと行って内沢燃料のところで一旦歩道が切れるわけで

ございますけれども、そこをつなげる工事、あわせて隣接者住民説明会等で沢か

らの内水氾濫等が考えられるということで、あそこに水路がございますけれども、

あの水路の改修工事も来年度、道路改良工事にあわせて行います。幾らかでも住

民の皆さんから出た浸水に対する心配を解消したいということでございます。町

道は多分建物の工事の完了年度に合わせて舗装工事を行う予定でございます。両

方とも町道になります。廃止はしません。ただ、町道ですけれども、現道の部分

は歩行者専用の町道になります。  

    以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  中村委員。  

〇２番（中村正志君）  今の件についてはいいです。  

    別なこと、参勤街道線を今工事やっていると思いますけれども、今まではどこま

でやって、平成３１年度はどこまでやって、将来的に何年後に完成というふうに、

スケジュール的な部分を含めてお願いしたいと思います。  

〇委員長（松浦満雄君）  いいか、担当課長。 

             〔「担当課長でいがべ」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  地域整備課環境整備担当課長、江刺家雅弘君。  

〇地域整備課環境整備担当課長（江刺家雅弘君）  中村委員の質問にお答えします。  

    参勤街道ですけれども、全延長になりますと６．５キロとなってございます。も

との県道、観音林の本線ですけれども、住民の方からも非常に大型車の交通量も

多いということで、家のほうに来る大型車の震動も多いということから、幾らか

でも大型車の交通の軽減を図りたいということで、もとの農協の晴山支所ありま

すけれども、あの辺から観音林の町なかを通らないように真っすぐ、あそこに交

差点つくるわけですけれども、真っすぐ通って、今現在の沼の、外川目のほうか

ら来る町道と一部農免がありますけれども、あの辺にぶつけるということで今計

画してございます。  

    工事のほう進めておりますけれども、今年度も沼の……沼のあたりは発掘のあれ

もありまして、起点側はまだ工事できないのですが、途中工事してございます。

平成３１年度も、もとの晴山支所の手前から沼にかけての改良工事を実施する予

定でございます。  
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    第１期工事と第２期工事と、参勤街道、延長も長いのであれしておりますけれど

も、第１期工事はその沼を起点として、参勤街道に行って小森の蜂屋があるので

すが、あの辺にまずすりつけるまでが第１期工事と一応予定してございます。早

期完成を目指したいところですけれども、今現在の段階で第１期工事完了するの

が平成でいきますと４０年ぐらいを実際考えておりますけれども、今大規模な町

のほうでも事業を抱えていますので、その辺の事業費の消化等見ながら、いずれ

早期完成を目指して進めていきたいと考えております。  

    以上です。  

〇委員長（松浦満雄君）  いいですね。  

〇２番（中村正志君）  はい。 

〇委員長（松浦満雄君）  ほかにありますか。 

    なければ、８款終わって休憩します。いいですか。  

             〔「はい」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、８款終わって休憩します。  

               午前１１時１０分  休憩 

―――――――――――――  

               午前１１時２３分  再開 

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、再開をします。  

    再開をして、９款消防費、総務課総括課長、吉岡靖君。  

〇総務課総括課長（吉岡  靖君） それでは、消防費のほうをご説明申し上げます。  

    １０３ページをごらんいただきたいと思います。１項の１目は常備消防費でござ

います。これは、二戸地区広域行政事務組合負担金になります。前年度より２９

０万６，０００円増の２億１，０９６万５，０００円となってございます。  

    続きまして、２目が非常備消防費で昨年度より２９万３，０００円増の７，７３

５万円を計上しております。  

    次の次のページをごらんいただきたいと思います。１０５ページになりますが、

備品購入費として１，２７３万９，０００円計上させていただいております。こ

のうちの約１，１４０万円ほどが小型動力ポンプ積載車の購入、更新に係るもの

でございます。そのほかは消防隊に係る器具や被服等の備品となってございます。  

    続きまして、最後の行ですね、ことし新設いたしました３目の災害対策費でござ

います。１の報酬として３万６，０００円を計上させていただいておりますが、

これは昨年度まで非常備消防費のほうに計上しておりました町防災会議委員報酬

６人分でございます。  

    次のページごらんいただきたいと思います。３節の職員手当等１１６万６，００

０円、時間外勤務手当として９６万６，０００円、管理職員特別勤務手当として
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２０万円を計上しております。これにつきましては、災害発生時における時間外

勤務手当等を計上したものでございます。１１節の需用費については８４万８，

０００円、消耗品が５０万円、食糧費が３４万８，０００円となってございます。

これにつきましては、消耗品については災害対策用として今後簡易テントとかそ

ういった災害発生時にすぐ使えるものとして３３万円程度、それとあと今年度防

災訓練を計画しておりますが、それらに係る消耗品として１７万円ほどを見込ん

でおります。１２節役務費については、通信運搬費１８万８，０００円、災害対

策費用保険料として６０万４，０００円計上しております。通信運搬費について

は、これも昨年まで非常備消防費のほうに計上しておりましたが、衛星携帯電話

の通信費用となります。それとあと、災害対策費用保険料でございますが、これ

は避難所を開設した場合の費用あるいは消防団が出動した場合の費用で、災害救

助法の対象にならなかった場合、この保険からその費用が給付されるというふう

なもので、これも昨年度から非常備消防費のほうで計上していたものでございま

す。１６節が原材料費５万円でございます。これは、災害対応用資機材としてお

りますが、土のうへの砂利等を必要とする場合の経費でございます。それとあと、

１９節負担金、補助及び交付金でございますが、４万５，０００円、これが本年

度から岩手県において防災士講習会を開催するというふうなことで、県と市町村

で２分の１ずつを補助しようということで計上しております。人数は２人を予定

しており、その２人分として４万５，０００円としているものでございます。  

    消防費につきましては以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  説明が終わりました。  

    消防費について質問ありますか。  

    細谷地委員。  

〇１１番（細谷地多門君）  毎年９月、秋まつりの中日を利用して本町では消防演習をや

るわけですが、最近感じますし、また昨年の消防演習ですか、非常に消防団員に

とっては最高の見せ場をつくるといいますか、花形の演習だと思っています。町

内外から、遠くは津軽地方とかさまざまなほうからも、遠方からも視察に来るわ

けですが、肝心の本町の団員の数が非常に多くないといいますか、足りない。定

員は充足はどれぐらいになっているのか、そこのところも教えていただきたいと

思います。定数に対して現在数がどれぐらいのパーセントなのか。それから、参

加を促して各分団部で努力されているかと思うのですが、非常に足りなくなって

きているなというのは、整列した隊形等を見ればすごく、もう少し出てもらうと

なお見ばえもするなというふうな感もしますが、その辺感じましたので、その辺

のことをお話しください。協力隊も兼ねて同じ質問します。  

〇委員長（松浦満雄君）  総務課総括課長、吉岡靖君。  
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〇総務課総括課長（吉岡  靖君） まず、消防団員の定数への充足の状況ですが、定数は

５０２名、３月１日現在で団員数は４２０名となっております。８割強というふ

うな状態でございます。 

    あと、消防演習への参加者についてなのですが、これにつきましては細谷地委員

から以前も同じような形で、もっと参加させてはどうかというふうなこともいた

だいておりますし、当方としても消防団のほうに分団長会議等を通じてそのこと

を要請しながら参加者の増員をお願いしているところですが、現状は本年度もあ

のような状態というふうなことでございます。  

    以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  細谷地委員。  

〇１１番（細谷地多門君）  それも啓蒙もしながら、引き続き努力して、一人でも参加で

きて、いい消防演習だったなというようなことの推進に努めていただきたいと思

います。  

    それから、関連ですが、何年ぐらい前でしたか、各家庭に火災報知器、その設置

が義務づけられて久しいわけですが、あれは１０年ぐらいもつ電池が中に入って

いる、交換の時期などもたしかあるわけなのですよね。そんなことも一般家庭、

今３月の末から４月にかけての消防点検ってあるのですかね、各地域で一斉に、

消防団員とか協力隊の方とかいろいろ尽力いただいているわけですが、消火器の

点検等は指摘するのですが、煙突とかそういったものの外部から見えている部分

はよく指摘、家庭でされていると思うのですが、団員とかが指導しているかと思

うのですが、肝心の警報器というか報知機の部分のそういったものは質問された

ことはないのです、私の家でもそうなのですが。  

    なぜこういうことを言うかと思えば、ニュース等で非常に何人かが住んでいる世

帯が火災になって何人が連絡がつかないというようなことをよく言われます。今

の住宅でさえそうですから、あれはやっぱり特殊な音によって２階に寝室があろ

うが、１階にあろうが、その火元を感知して、煙あるいは熱で感知して就寝中も

お知らせする。なので、火災によっての逃げおくれを防ぐための報知機だと思っ

ていますが、依然としてああいう事故が、事件が絶えないというようなことを感

じますが、そういう部分では大変電池交換も大事だなと思うので、点検等にそう

いうことを指導というか、促すことを取り入れてもらえれば、皆さんが注意喚起

しながらそういう交換の行動に移れるのかなと思いますが、その点をお願いした

いと思いますが、いかがでしょうか。  

〇委員長（松浦満雄君）  総務課総括課長、吉岡靖君。  

〇総務課総括課長（吉岡  靖君） 私のところも今月の初めですか、火防点検を受けまし

た。その際は、ことし軽米分署員の方も一緒に来ていて、火災報知器の設置数等
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も聴取されていましたけれども、言われてみると電池の交換までは話がなかった

なというようなことをちょっと今思い浮かべました。そういうようなことで、そ

の辺分署のほうとも協議をしまして確認事項の一つとして加えていただくととも

に、当方につきましてもまたしばらく広報として積極的な啓発等はなかったもの

ですから、ちょっと機会を捉えて設置なり、あと電池の交換等についても呼びか

けてまいりたいと思います。  

〇委員長（松浦満雄君）  ほかに。  

    中村委員。  

〇２番（中村正志君）  きょうは東日本大震災の８年目という節目を迎える３月１１日、

命日といいますか、そういうふうな日ですけれども、軽米町も豪雨災害で１０．

２８ですか、２０年目をことし迎えるというふうなことで何か考えているのかな

という……幸いにも軽米の場合は死者が出なかったということで、その辺のとこ

ろ、その水害そのものがどういうふうな形で今後語り継がれていくといいますか、

その辺がどのようになっていくのかわからないのですけれども、ただ被害に遭わ

れた方々にとっては非常にやっぱり大きな被害だったのではないかなという、そ

れで忘れたいという考え方もあると思いますし、あれは忘れられないなという、

その辺いろいろな考えがあると思うのですけれども、２０年目の節目に何らかや

はり催し等がやろうとしているのか、施政方針演述だと何かただ防災組織をつく

るとか何とかというふうなことだけで、１０．２８という言葉そのものも消え去

ってもいいような雰囲気かなと思ったりして、その辺のところをどのようにお考

えなのでしょうか。  

〇委員長（松浦満雄君）  総務課総括課長、吉岡靖君。  

〇総務課総括課長（吉岡  靖君） ２０年の節目で忘れないようにというふうなことでは

ございませんが、本年度は防災訓練を想定しているわけですが、それにつきまし

ては水防を予定した訓練を実施する予定でございます。例えば消防演習のように

中学校をメーン会場にしてというような形でなくて、実際的に我々が動くように、

まずは災害対策本部、その前にも警戒本部かになろうかと思いますが、情報収集

をしたり、その判断をすると。あとは、雪谷川周辺での洪水に備えての消防団の

活動、その情報の意思疎通、それとあと既に組織されている自主防災組織の方あ

るいは河川周辺の方の参加を呼びかけて、そういった形で防災訓練をちょっと想

定しているわけでございますが、そういったことをしながら、何周年、何周年と

いう形ではありませんけれども、そういった防災意識を呼びかけてまいりたいと

いうふうに考えております。  

〇委員長（松浦満雄君）  中村委員。  

〇２番（中村正志君）  その水防訓練だとか、その日というのは１０月２８日にこだわら
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ないということなのでしょうか。  

〇委員長（松浦満雄君）  総務課総括課長、吉岡靖君。  

〇総務課総括課長（吉岡  靖君） １０月２８日にはこだわっておりませんが、さまざま

なイベントあるいは選挙の日程等を見るとやはり１０月下旬ごろになるかなとい

うふうに考えております。  

〇委員長（松浦満雄君）  中村委員。  

〇２番（中村正志君）  私の希望としては、やっぱり１０月２８日という、滅多にない２

０年目ということであれば、それにこだわる必要があるのかなという、多分いつ

だったっけなというふうな町民がかなりふえているのではないかなという、その

ときに怖い思いをしたという人はその１０．２８というのは忘れられない人たち

がかなり多いのではないかなという気がするわけです。東日本大震災だって３．

１１というふうな部分も同じことで、それで皆さん方が記憶していると思います

けれども、その辺のところは考え方だと思いますけれども、私の考え方としては

その１０．２８ということは軽米町に忘れられない日だったなというふうなこと

を語り継いでいく必要があるのかなというふうに思いますけれども、これは希望

ですので、それ以上のことはいいです。  

〇委員長（松浦満雄君）  ということなので、考えておいてください。  

〇総務課総括課長（吉岡  靖君） はい。 

〇委員長（松浦満雄君）  古舘委員。  

〇１２番（古舘機智男君）  施政方針演述の中でことしの１０．２８から２０年というこ

ともちょっと取り上げていて、新たに目として災害対策費というものを設けたと

いうことを強調しております。その中で、あの１０．２８から雪谷川水系はある

程度河川改修がされました。ただ、瀬月内川水系は水害常襲地みたいな形にずっ

となってきております。 

    そういう意味で、私の記憶間違いでなかったら、何かハザードマップを平成３１

年につくり直すみたいなことの情報が私の中に入っているのですけれども、そう

いうものは平成３１年度でこの目を設定した中身の本旨のほうについて協議され

てこの目の設定があったと思うのですけれども、その前提と、それから瀬月内川

対策についてお伺いしたいと思います。  

〇委員長（松浦満雄君）  総務課総括課長、吉岡靖君。  

〇総務課総括課長（吉岡  靖君） まず、目の設定でございますけれども、今までも防災

対策については安全安心のためというふうなことでいろいろ努めてきたところで

ございますが、非常備消防費の中の予算で運営してきたところでございます。た

だ、これはことしいきなりこう変えたのではなくて、ここ何年かで果たしてこの

ままでいいのかな、もう少し、例えば災害対策に当たった場合の手当もそうです
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し、あと先ほどご紹介申し上げましたが、保険料の設定とか、それと災害に向け

た食料品の備蓄等、どうしても非常備消防費の中よりは別枠ではっきりした方が

わかりやすいのではないかというふうなことで、あとことしそういうふうな形で

改めて備蓄費用等の予算もいただきたいということになりましたので、改めて災

害対策費という科目を設けてはっきりしていこうという中で設定させていただい

たところでございます。 

    あとが……  

             〔「瀬月内川水系」と言う者あり〕  

〇総務課総括課長（吉岡  靖君） 瀬月内川につきましては、委員おっしゃるとおり抜本

的な河川改修等がなされていないというふうなことで、我々も雨の予報等を気に

しながら常に注意しているところでございます。  

    岩手県要望等さまざまな活動を通して瀬月内川の抜本的な改修を県のほうにも要

望しているわけでありますけれども、県のほうもいろいろな河川を抱えていると

いう事情があると思うのですが、そういったことでなかなか抜本改修には至って

いないというふうなことが現実でございます。  

〇１２番（古舘機智男君）  新たなハザードマップということの検討は……  

〇総務課総括課長（吉岡  靖君） 今回の補正予算のほうにも載せておりますが、防災マ

ップの作成……  

             〔「それ補正予算だったか」と言う者あり〕  

〇総務課総括課長（吉岡  靖君） それは県のほうで、軽米町の場合は雪谷川、特にこの

中心街周辺のようでございますが、最大想定規模の降雨による洪水、浸水区域を

示していただけるというふうなことで、それを受けて作成しようとするものでご

ざいます。  

    ただ、瀬月内川のほうもそういうふうな浸水想定区域もことし県のほうで設定す

ることになっているのですけれども、何かそれを見ると流域全体ではなくて、あ

くまで伊保内周辺なのかなというふうに考えていますが、場所が特定された形に

なるようなので、私どもも本当は全域をやってほしいのですが、そういった状況

でございます。  

             〔「じゃあ、よろしい、副委員長」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  茶屋委員。  

〇７番（茶屋 隆君） 今古舘委員のほうからも言われましたけれども、災害対策費とし

て目を設けたということは私は非常によかったと思います。私も一般質問等でも

ご質問したり、要望も述べましたけれども、最近は自然災害がすごく多いという

ことで、負担金とか補助金の中に防災士講習会負担金というのも設けていました

けれども、県から半分、町から半分ということで、これ２人分ということですけ
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れども、４万５，０００円、県からもそうすれば出た分を入れて４万５，０００

円ということかな、そのほかに４万５，０００円、県では出すということですか、

どっちかな。 

〇委員長（松浦満雄君）  総務課総括課長、吉岡靖君。  

〇総務課総括課長（吉岡  靖君） ４万５，０００円は全く軽米町からの支出分で、同じ

額が県のほうから直接参加者のほうへ支給されるというふうなものでございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  茶屋委員。  

〇７番（茶屋  隆君） まず、自主防災組織も多分１２かな、まだそんなものですか。  

             〔「９」と言う者あり〕  

〇７番（茶屋  隆君） ９、まだそんなもの。今各行政区で自主防災組織を立ち上げてい

ますけれども、私も言いましたけれども、現実として活動できないような状況に

なると思います。だから、防災士の方が、まず防災士の資格を取れば少しは勉強

すると思いますので、その人が中心になってやっていけばいいのかなと思います

けれども、２人ぐらいならばちょっと足りないのかなと思って、軽米町でも９人

ということでしたけれども、１２月の一般質問のときには。岩泉町なんかももう

水害があってからは５０人ぐらい取って、その人たちが防災士協会でつくって町

として取り組んでいるということですので、これからはやっぱりそういうふうな

ことを考えてやっていかなければいけないと思います。水防訓練もやるというこ

とですので、まず非常にいいことだなと思っております。自主防災組織を立ち上

げながら、防災士ももっと養成するようにもっといっぱい予算を組んでいただい

て、毎年続けていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。  

〇委員長（松浦満雄君）  総務課総括課長、吉岡靖君。  

〇総務課総括課長（吉岡  靖君） 平成３１年度のこの防災士への負担金につきましては、

県がことし、会場の都合もあると思うのですが、大体県内各市町村２名程度が限

度かなというふうな考えがあるようで、今回そのような形で２人分というふうな

ことで計上させていただきました。それこそ啓蒙を図りながら、例えばよそに行

って受けたいよといった場合も、自主防分の地域活動支援事業費補助金があるわ

けですけれども、それも活用いただいていくような形をとってまいりたいと思い

ます。 

    あと、組織した自主防もどのような活動をしたらいいのかわからないというふう

なこともあるようでございます。これは、私ちょっとまだ消防団の了解を得てい

ないのですが、４月初旬に消防団の幹部研修がございまして、本年度は盛岡の気

象台から講師を呼んで、要はいろいろ警報等があった場合どう動けばいいのか、

そういったことを講義を受けることになっております。消防団のほうの了解が必

要ですけれども、もしそのようなことに参加したいというふうなことがあって、
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消防団が許せばそういった形も通しながらというのは……  

〇委員長（松浦満雄君）  茶屋委員。  

〇７番（茶屋  隆君） 今県のほうから要請ということでそれぐらいの人数ということは

恐らく１講習会で５０人とかそういうふうなものだから県のほうで２人ぐらい、

岩手県の部分だと思いますけれども、八戸市でもやられていると思いますので、

そうすればそっちでも５０人ぐらい、私も先月行って講習受けてきましたけれど

も、そういうふうな形でできると思いますので、その辺は情報を得て教えていた

だければ……よろしくお願いします。  

〇委員長（松浦満雄君）  以上で終わります。 

    １０款教育費、学校教育を、１項、２項、３項、４項幼稚園費まで説明をお願い

します。  

    教育委員会事務局総括次長、堀米豊樹君。  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  資料要求があるのですけれども、この中で

説明してよろしいですか。  

〇委員長（松浦満雄君）  説明してください。 

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  １０款教育費について、１項教育総務費、

１目教育委員会費でございます。前年比較で７，０００円の減、１１７万７，０

００円の計上でございます。教育委員報酬等でございます。  

    ２目の事務局費、前年比６８４万９，０００円の増、本年度が６，９９１万１，

０００円で計上させていただいております。増の要因としては、職員の給料、手

当、共済費等で６８３万９，０００円の増ですので、こちらが増要因になります。

ページ数は１０６ページでございました。  

    次に、１０８ページをお願いします。１０８ページ、３目教育振興費でございま

す。前年比３０８万６，０００円の増となります。１億１４９万５，０００円で

計上させていただいております。この３００万円の増要因でございますが、１０

９ページ、１９節負担金、補助及び交付金の一番下でございます、岩手県立軽米

高等学校教育振興会事業費補助金、こちらが３９５万４，０００円の増となって

おります。  

    こちらのほう、資料を用意させていただいておりますので、資料のほうをご用意

いただきたいと思います。  

             〔「資料あります、ナンバー１、早く探してくだ  

               さい」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  いいですか。お願いします。  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  一番上の中高連携事業費でございますが、

平成３０年度と比較して増減ゼロとなっております。こちら、中学生向け学校案
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内パンフレット等でございます。  

    その次の図書費、これ１万円増でございますが、進路指導用の図書等でございま

す。 

    次に、教育環境整備事業費補助でございます。１０万円の減となっております。

これは、学校で必要な機器、視聴覚費とか体育用具等でございます。  

    その次でございますが、英語検定受験料補助とございます。ここに４行あります

が、一番上の新規分ということで、新規は準１級２人分、こちらを計上させてい

ただいております。これは、準２級というのは高校卒業程度となっておりますが、

県下とかと比べると準２級から２級というのは難しくてなかなか取っていないと

いうものでございます。こちらのほう、新たに計上させていただきました。  

    それから、高校給食費用物品購入補助でございます。こちら２万円の減となって

おりますが、単価の減、人数の減等でございます。  

    その次が高校給食費の助成、こちらのほうは９，０００円の減となっております。

こちらは、給食用の物品の補助ということになっております。  

    その次、学習支援事業等補助、こちらが２５万３，８００円の増となっておりま

す。こちらは、課外講師の経費となっておりますが、代々木ゼミナール等から有

名講師を呼び寄せます。国、英、数等についてでございます。それから、小中学

校に特別支援員を配置して支援の必要な子供を補助支援しておりますが、こちら、

軽米高校でも非常勤の支援員、こちらのほうを計上させていただいております。  

    その次、漢字検定でございますが、これは人数の減等でございます。  

    あと、その次のキャリア教育推進事業、こちらは比べてゼロとなっておりますが、

大学見学とか企業訪問等のバスに係る経費となってございます。  

    その次が部活動遠征費・振興費補助金となってございます。こちらも増減ゼロで

ございます。  

    その下でございますが、拡充と括弧があります。通学タクシー補助金でございま

す。こちらは、平成３０年度につきましては南郷～軽米を計上させていただきま

した。今年度八戸と軽米間に拡充しております。  

    あと、それから下もなのですが、このタクシー助成の拡充につきましては中学生

一日体験入学にいらしていただいた町外学生がございましたので、こちらのほう

予算要求させていただきました。  

    それから、その下の新規の通学支援、こちらは……金額申し上げないで申しわけ

ございません。４８万円で計上させていただいております。こちらも一日体験入

学で、単価としまして１カ月２万円ということで総務課のバスの補助と同額でご

ざいます。  

    その下、下宿等助成金、この下宿等助成金につきましては町外生徒が町内に下宿
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した場合、１カ月１人３万円で助成しようというものでございます。  

    その下、親戚居住助成金、これは同じ下宿であることを想定しておりますが、親

戚の家に下宿した場合ということでございます。半額程度ということで１万５，

０００円を見込んでおります。  

    一番下のＧ―ＴＥＣ、申しわけございません、これ英語検定と一緒にご説明すべ

きでございました。これは英検と同様でございます。ただ、読む・書く・聞くに

加えて話すというテストでございます。これも大学入試に活用されると見られる

ことから、高校の要望によるもので、これ予算計上化しておりました。  

    以上が高校支援の関係でございます。  

    その次でございますが、４目の教員住宅費、こちらは増減ゼロで７万円を計上さ

せていただいております。必要最低限の経費を見込んでおります。  

    ５目外国語指導事業費、こちら前年比１７万２，０００円の増、８４１万８，０

００円で計上しております。こちらは、外国人指導助手による外国語指導という

ことでございます。  

    その次が２項小学校費、１目学校管理費でございます。前年比１６２万４，００

０円の減で５，８１１万４，０００円で計上させていただいております。減額要

因として、１１０ページの一番下なわけですが、１節の報酬がございます。これ

は特別支援員４人分でございます。この関係でございますが、減額の要因は、特

別支援員の報酬、５人から４人にしております。晴山小学校から軽米中学校へ振

りかえということでございます。これで減になっております。それから、１１節

の需用費の修繕料でございます、３２７万８，０００円。この中に小軽米小学校

のプール便所改修工事約１３０万円が入ってございます。  

    その次のページをお願いします。１１２ページになります。２目教育振興費、前

年比３２万３，０００円の減、１，７３７万４，０００円で計上させていただい

ております。こちらには学力向上支援員３名を配置する経費が含まれております。  

    １１３ページの中学校費、１目学校管理費でございます。前年比５１５万５，０

００円の増、３，１４１万５，０００円で計上させていただいております。こち

らの増額の要因でございますが、先ほど晴山小学校から中学校へということで、

１節の報酬でございますが、特別支援員２人分、１人増で見込んでおります。  

    それから、１１４ページをごらんいただきたいと思います。１４節の使用料及び

賃借料、こちらの下から２行目ですが、教育用タブレット機器使用料でございま

す。こちら、前年から、約１００万円でございますが、増額となっております。

これは、先生が一度に生徒にデータを送ったり、また双方向で使えるというもの

で機能アップを図ったものでございます。  

    それから、１１４ページの一番下でございますが、２目教育振興費、こちら前年
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比１０４万７，０００円の増で１，４１２万４，０００円で計上させていただい

ております。増要因としましては、１１４ページの１の報酬でございますが、部

活動指導員報酬、それから旅費等部活動指導員にかかわる経費を見込んだもので

ございます。  

    その次、１１５ページの４項幼稚園費でございます。１目幼稚園費、前年比３５

８万８，０００円の増でございます。３，３５４万８，０００円で計上させてい

ただきました。増要因としましては、職員給与、手当、共済に係る分でございま

す。 

    以上です。  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、学校教育費と幼稚園費まで終わらせます。午後から

その質疑は受け付けますので、ただいまからお昼休憩といたします。午後１時ま

で休憩いたします。  

               午後 零時００分 休憩 

―――――――――――――  

               午後 零時５９分  再開 

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、午前中に引き続き会議を開きます。  

    午前中は１０款教育費の１項から４項まで説明をしていただきました。  

    ４項までの一括で質疑を受け付けます。  

    中村委員。  

〇２番（中村正志君）  一般質問でも質問させていただきましたけれども、いまいち何か

具体的な答弁がなかったなというふうなことで、部活動指導員に対してちょっと

お伺いしたい。  

    昨年６月議会のときにも補正で部活動指導員が出たとき、私一瞬ちょっと疑問を

感じていたのですけれども、なぜ報酬なのかなというふうな、多分私が想定した

のは報償費で時間幾らか行ったら何ぼというふうな扱いなのかなと思っていたの

ですけれども、そのままにして、今現在１月から試行的に実際活動させていると

いうことのようですけれども、一つは立ち位置といいますか、その部活動指導員

の立場というのは、報酬をお上げするというのは嘱託的な感じの形での勤務体制

なのか、何かその辺の報酬というふうな意味で、本来ならば設置条例か何かで設

置して報酬というのをお上げしなければならないのではないかなとちょっと思っ

たりしたったのですけれども、その辺のところ、報酬単価とか、活動時間とかあ

るかと思うのですけれども、その辺どのような決め方の中でこの報酬をお上げし

ようとして、実際はもう試行的にやっていると言っていますから実績があるかと

思いますので、その辺についてもう少しこう具体的な内容をお知らせいただきた

いと思います。  
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〇委員長（松浦満雄君）  教育委員会事務局総括次長、堀米豊樹君。  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  中村委員のご質問にお答えします。  

    報酬ということでございますが、学校の職員、そして校長の監督下で活動する、

そういうことで、学校長が校務を命ずることができるということで、それで身分

的に報酬ということでございます。  

    それから、報酬の単価は時給１，６００円ということになっています。  

    それから、部活動指導員の設置要項がありまして、中学校部活動指導員取扱要領

によって定まっております。  

    それで、あと平日２時間、おおむね２時間、それから休日でも、また平日に準じ

て３時間以内というところで生徒の指導をするということになっておりました。  

    生徒の指導については、一般質問で説明させていただきましたとおりでございま

す。 

〇委員長（松浦満雄君）  中村委員。  

〇２番（中村正志君）  私も勉強不足なので、私の思いだけで話しして、正確な部分はわ

からないですけれども、報酬という意味合いが１時間やれば報酬ということでお

上げするという、今まではそういうことは何か報償費でやっているのが一般的だ

ったような気がするのですけれども、その報酬の意味といいますか、そういうふ

うなことで、たとえ学校長の管理下のもとだから報酬だという、その辺がいまい

ちよくわかりかねる、報酬と報償費の違いというふうな部分になると思うのです

けれども、それは別に財政担当課長でもよろしいのですけれども、その辺のとこ

ろの意味合いがちょっといまいちよくわからない。  

    なぜならば、取扱要領の中で定められてやっているというふうな言い方、以前百

人委員会のときに私は当然これは条例定めて報酬をお上げするというふうなやり

方のほうがいいのではないかというふうなことを４年前に質問したりしたのです

けれども、そういうふうなことまでいかないで報償費みたいな感じでの１回当た

り３，０００円の単価で待遇と、出席謝礼みたいな感じでやっていくというふう

な、ただ、今の話を聞くと出席謝礼みたいなのと大して変わらないような内容で

はないかなというふうに感じるのですけれども、その辺のところはどのように区

別をすればいいのかなということだと思うのですけれども、いかがですか。総務

課総括課長でもいいですけれども。  

〇委員長（松浦満雄君）  総務課総括課長、吉岡靖君。  

〇総務課総括課長（吉岡  靖君） 中村委員の質問にお答えしたいと思います。  

    まず、報酬と謝礼なのですけれども、今回のこの部活動のこの支援については一

般職の非常勤職員という捉え方になるのかなと思います。百人委員会の委員、謝

礼なのですけれども、勤務という形ではなくて、しかも年に何回かというふうな
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ことがありまして、この部活動支援というのは時間は短いのですけれども、まず

１週間当たりのおおむねの勤務時間等が定められている。しかも、校長先生の監

督下に置かれて、その指示を受けながらやるというふうなことを考えれば、先ほ

ど申したような形になるのかなということです。  

〇委員長（松浦満雄君）  中村委員。  

〇２番（中村正志君）  消防みたいな形、消防は報酬でしたよね、出れば１回という、そ

ういうふうなというふうなことで今聞いたら、そうなのかなと思ったりして、そ

こはいいです。  

    次、部活の指導員のほうの具体的な内容のほうについて。実際今１月から試行的

にもうやられているということだと思うので、多分実績に合わせて報酬等を支払

いされていると思いますので、実際にどのような形で実績として行われたのかを

ちょっとご紹介いただければと思います。  

〇委員長（松浦満雄君）  教育委員会事務局総括次長、堀米豊樹君。  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  今まだ本格的に１００％の力を発揮すると

いう時期では残念ながらございませんで、今、運動指導、それから体力づくり等

の活動というか、そういう指導をしているということです。 

    何時間……  

〇２番（中村正志君）  時間とか何とか、１週間に何回ぐらいやったとか……  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  済みません、今調べに行っていました。  

〇委員長（松浦満雄君）  では、ほかにありませんか。幼稚園費まで。  

    古舘委員。  

〇１２番（古舘機智男君）  幼稚園費と関連ですけれども、今度のゴールデンウイーク１

０連休というのがあって、保育園なんか特に保育に欠けるという形であれなのです

が、町立の幼稚園及び保育園では１０連休の幼児等に対する全日休日にされるかど

うかというのを、どのような方向で進もうとしているのか、お聞きしたいと思いま

す。 

〇委員長（松浦満雄君）  教育委員会事務局総括次長、堀米豊樹君。  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  申しわけございません。確認してお答えし

たいと思います。済みません。  

〇１２番（古舘機智男君）  そのときに、教育委員会ではないのですけれども、保育園の

関係もよろしく、委員長。  

〇委員長（松浦満雄君）  はい、わかりました。  

    先ほどの質問はいかがですか、実績。  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  はい。 

〇委員長（松浦満雄君）  先ほどの中村委員の実績について。  
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    教育委員会事務局教育総務担当次長、工藤薫君。  

〇教育委員会事務局教育総務担当次長（工藤  薫君） 先ほどの中村委員の部活動指導員

の実績ということですが、１月は、長期休暇もございましたので、半ばから月末ま

でで、あとインフルエンザ等もあってちょっと少ないのですけれども、１月は７日

間、あと２月は１３日間です。  

    内容ですが、野球部の指導員ということで、冬場ですので体力づくりとか、打撃

練習とか、簡単なやつになってございます。  

             〔「何時から何時まで働いた」と言う者あり〕  

〇教育委員会事務局教育総務担当次長（工藤  薫君） おおむね３時から２時間弱ですね。  

〇委員長（松浦満雄君）  いいですか。  

〇２番（中村正志君）  いいです。  

〇委員長（松浦満雄君）  ほかに。  

    舘坂委員。  

〇６番（舘坂久人君）  先ほど資料要求の資料説明していただきましたが、教育振興会の

補助金は本当に究極の補助だなと思って、これぐらいやらないとやっぱり人が集ま

ってこないのだろうなと思って、これはまずよしとしたいと思っていました。  

    それで、今年度の軽米高校の入学見込み者数はどの程度なのでしょうか。数字で

お示しいただきたいなと思っていました。  

    それと、ここ何年かやっぱり、毎年私ら中学校の卒業式に行くと、何か高校も１

２校とか１４校に生徒が分かれたというふうな話を聞いたりしていましたが、こと

しはどのような感じになっているのか、ちょっとその辺数字わかったら教えてもら

いたいなというふうに思っていました。  

〇委員長（松浦満雄君）  教育長、菅波俊美君。  

〇教育長（菅波俊美君）  では、お答えいたします。  

    最初に、中学校の進路指導の部分なのですが、まだ具体的には押さえておりませ

ん。ですが、同じような状況だと。つまり進路の希望が多様化しているという状況

は変わっていないということなのです。  

    それともう一つは、これ言い方が微妙ですが、生徒の多様性も非常にあるという

ことで、それに即した進路指導をしなければならないということで、より細かく細

分化された形の進路になっているというふうに聞いております。  

    ということで、これは記録から除外していただきたいのですが。  

〇委員長（松浦満雄君）  休憩します。  

               午後 １時１４分  休憩 

―――――――――――――  

               午後 １時１４分  再開 
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〇委員長（松浦満雄君）  再開します。  

〇教育長（菅波俊美君）  軽米高校についての支援のところでございます。究極の支援策

ではないかということで、またご理解をいただければ大変ありがたいなというふう

に思っておりますが、今回こういった形でごらんいただいたとおり、町外から通っ

てくる生徒を対象にした拡充というふうにごらんいただいていいかと思っておりま

す。このもとになったのは、高校の一日入学体験があります。そのときに来ていた

だいた中学校を対象にした支援策をつくったというのが一つあります。そこは、申

し上げていいと思うのですが、大野中学校とか、あるいは南郷の中沢中、あと八戸

市内からもありました。ということで、大野、八戸をカバーしたようなこういった

支援策をつくったものです。というのがまず一つです。  

    もう一つは、志願状況について申し上げたいのですが、連携型の中高一貫校です

ので、軽米中学校から連携型で３９名希望出しております。その後の一般受験の部

分なのですが、９名です。ということで、この９名は町外の中学校と、あと軽米中

学校の生徒でも、簡単に言うと軽米高校が第２希望という生徒がここに来て一般受

験するわけです。ということで３９と９ですので最大４８。申し上げたとおり、軽

中生の皆さんで第１希望がかなえばそちらに行きますから辞退ということになりま

す。例年何名かありますが、そういった形でなるだろうというふうに思っていまし

た。出身校がわかるのは合格発表のときですから、１４日にその学校名もわかると

いうことで、これが本当に執行できるかということになれば、その１４日にわかる

ということになるのですが、申し上げたとおりこの一日入学の部分でこれをつくっ

たということです。  

    もう一つぜひご理解いただきたいなと思っておりますのは、ここまで、町外まで

何でこんなに厚くするのだという疑問を持たれる方も多いのではないかなと思うの

ですが、今軽米高校の定員は１学年２学級です、８０名なのですね。それに即した、

合った教員数の配置です。ということで、今の軽米高校の指導体制を何とか維持し

たい。つまり１学年２学級の体制を維持したいというのがあります。  

    これは、隣の大野高校が今回から１学級減になりました。１学年１学級、４０名

になったのです。そうすると、おおよそですが、１年間に１学級減ると２人減りま

す、先生が。３年間でちょうどでき上がります。ですから、１学級減によって６名

先生が減ると考えていいのではないかと思っています。そうしますと、今の指導体

制と６名減った指導体制と同じ指導がなかなか難しいということなのです。今軽米

高校は、本当に就職でも、進学でもすばらしい実績をやっていただいています。そ

れは、この体制あっての実績なのです。  

    ということですので、何とかその１学年２学級の体制を維持したいということな

のですが、ご案内のとおり軽中生の生徒数は残念ながら減っております。ことしが
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７４名、来年が１０名減って６４名、６０名台が続いて、今の小学校４年生が４０

名台になります。つまり平成でいえば３５年の中３が４０名台になるということな

のです。本当に厳しい状況にあるということで、もちろん地元の軽中の生徒に来て

いただくように魅力づくりをしたいと、あるいは軽高の取り組みの状況を理解して

いただく取り組みやっておりますが、間に合わないという部分も正直ございます。  

    ということで、町外でも来ていただくようなところにはそういった形で支援策を

出すということで、といいましても本当に厳しい状況です。中沢中学校からも来て

いただきました。ことしも、まだわからないのですが、希望を持っております。た

だ、八戸市内の、私どもこの軽高のこのすばらしい状況を見れば来ていただけるの

ではないか、足も準備するということでいけばいいのではないかと思うのですが、

昨年８月ごろに市内の中学校でも言っています。何で軽米の教育長が来るのか。う

ちの生徒何か悪いことしたのですかというふうにしかとらないのですよ。つまり軽

高のＰＲに来たというのがぴんとこない、簡単に言うと選択肢に今ありません、全

くないのですよね。足があればというのが一つあります、話し合いの中で。ただ、

足があっても軽高を理解していただくまでには相当かかるだろうというふうに思っ

てはいます。これは、高校の高橋校長先生と同じ考えでした。高橋校長先生も歩い

ていただいています。ということで、まずそれでもこういった形で支援策をつくっ

ていただければ、一つＰＲというか、大きな柱になったというふうに思っておりま

した。何年間かかるかわからないのですが、とにかく今は種をまくというか、そう

いう時期でもあるというふうに校長とは話をしているのですが、ということもあっ

て、本当にかなり思い切った支援策だと思いますが、こういうふうな形で計上させ

ていただいたところでございますので、ご理解いただければと思います。  

    以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  舘坂委員。  

〇６番（舘坂久人君）  数年来議会でも他町村から生徒を呼べるような環境をぜひ整備し

てほしいというふうなことで、議会のほうでもこういった支援策は承認してきたわ

けですが、ようやくそういった成果が徐々にあらわれてきたなと思っております。

また、八戸圏域のほうですね、私らも在八軽米会とかの総会に行きますと、軽米出

身の人たちが集うわけですが、その方々にも声がけしながら、町長もそういうこと

をやっていると思っておりますが、もっとこの支援策をどんどん広げて人が集まる

ような高校にしていただきたいと思っております。まだまだこのほかの、今の時点

は本当に今までない究極な支援策で思い切ったことをやったなと思って関係者には

敬意を表するわけですが、いずれ何ですか、今教育長が話ししたように中学生の生

徒も減る、また生まれてくる子供たちも減っていくということですから、大いにも

っと外に向けて発信していかないとなかなか厳しいなと思っていました。  
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    あと、今中村委員が話ししていました部活、話はちょっと変わるのですが、指導

員の関係、高校のほうもやっぱりクラブのほうも最近、再編の話も去年から何か中

学校ですね、いろいろ話が出ているという話ですが、いずれ生徒がいなくなってく

れば当然そういう話になるわけで、生徒も多様性があるから何とも言えないのです

が、指導員をうまく配置して部活のほうも外に誇れるような何か部活のほうをして

いただきたいなと思っていました。  

    今何か聞いたところによれば、大野高校の卓球のほうが何かちょっと峠を下って

いるような話聞いていますが、その辺の情報何かあったら教えてもらいたいのです

が、いかがでしょうか。 

〇委員長（松浦満雄君）  教育長、菅波俊美君。  

〇教育長（菅波俊美君）  大野高校の話はちょっと正直わかりません。ただ、全体のパイ

が少なくなっております。さっきも申し上げたとおり、管内でも今回学級減になっ

たのが大野高校と久慈高校ですよね。福岡高校もですね。そうやっても全部定員割

れです。どこの学校も生徒が少なくなってきているので、中学校に限らず高校もク

ラブのあり方については相当いろいろ中で話をしているという話も伺っておりまし

た。 

    大野高校の場合は高校でというのもあるでしょうけれども、そういったその前の

段階でのいろんな積み上げとか外部の指導者の方々のすごい協力とかいろんなこと

があっての今があるのではないかなというふうに思っておりました。ですから、そ

の成果の部分につながる努力をいろんな意味で勉強したいなとは思っておりました。

ただ、それをすなわち軽米にとはなかなかできないだろうというふうには思ってお

ります。  

    ということでございます。  

〇６番（舘坂久人君）  了解です。  

〇委員長（松浦満雄君）  中村委員。  

〇２番（中村正志君）  関連して、今思いついた話で、タクシー料金が八戸まで範囲を広

げて２人という、これ見ると１人１台というふうに解釈するわけですけれども、タ

クシーだとそういうふうなことであれば、今部活の話も出たのですけれども、帰り

の時間等は自由にできるのかな。例えば学校終わりました、授業終わりました、帰

ってくださいとかいう、スクールバスみたいな決まりになっているのか、でなく、

例えば部活の魅力をどうのこうのという話があれば、例えば６時半、７時ごろまで

部活をやって、それからタクシーで帰るという、そういうふうなことも可能なのか

なというふうにちょっと思ったのです。  

    というのは、私もソフトテニスのほうで大会等いっぱいやっていますけれども、

大会やれば八戸市内の中学生がたくさん参加して来ていただいています。であれば、
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ＰＲをして、軽米高校に来ればタクシーで送迎して部活も自由にできるんだよとい

うＰＲもできるのかなと、今思ったのですよね。タクシーというのも一つの魅力に

なるのかなと。運用は高校かもしれないのですけれども、その辺のところ、その辺

まで拡大できるのかなというふうにちょっとお聞きしたいのですけれども。  

〇委員長（松浦満雄君）  教育委員会事務局総括次長、堀米豊樹君。  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  お答えします。  

    タクシー料金についてなのですが、８，８００円掛ける２掛ける２１０の２、往

復ということでございます。ジャンボタクシーを想定しております。  

    それから、通学なのですが、平日分ということで予算計上しております。  

    あと、時間については高校と協議をして、この予算の範囲内で高校の要望も取り

入れてという形になります。  

    以上になります。  

             〔「２台」と言う者あり〕  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  ８，８００円、片道掛ける２、２は往復と

いうことです。ジャンボタクシーですので……  

             〔「朝晩」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  ほかに。  

    ないようですので、次に進みます。  

    ５項社会教育費……  

             〔「はい」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  あるの。  

             〔「さっきのゴールデンウイークについて」と言  

               う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  あっ、そうか、そうか。失礼しました。ゴールデンウイークの

対応について、教育委員会事務局総括次長、堀米豊樹君。  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  先ほどの古舘委員のご質問、ゴールデンウ

イークの１０連休、幼稚園では全部休みという予定でございます。  

             〔「保育園」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  保育園。では、健康福祉課総括課長、坂下浩志君。  

〇健康福祉課総括課長（坂下浩志君）  同じく先ほどのゴールデンウイークの問題ですけ

れども、４月２７日が通常の土曜日になりますので、保育園は通常の土曜日はあけ

て保育しておりますので、その後の９連休については幼稚園と同様休みで予定をし

ております。先ほど県のほうからもお聞きしたのですが、県内の保育園の状況もそ

のような状況と聞いております。  

    以上です。  
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〇委員長（松浦満雄君）  終わりました。  

    それでは、続きまして５項社会教育費、６項保健体育費の説明をお願いします。  

    教育委員会事務局総括次長、堀米豊樹君。  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  １１７ページをごらんいただきたいと思い

ます。１０款教育費、５項社会教育費の１目社会教育総務費でございます。前年に

比較しまして１０２万６，０００円の減、６，０５５万１，０００円の計上でござ

います。減額要因というか、給料とかの科目でございますが、この中には学校・家

庭・地域連携協力推進事業というような国庫補助事業、子ども教室とか、あと学校

図書館支援とか家庭教育、その事業が含まれてございます。  

    その次、１１８ページの一番下の行でございます。２目生涯学習推進費、前年比

３万９，０００円の減、１２９万６，０００円の計上でございます。こちら例年ど

おりとなりますが、１１９ページの１１節需用費でございますが、印刷製本費、こ

の中に生涯学習課カレンダーが３，７００部印刷しておりますが、４７万円、これ

が含まれてございます。 

    その次、同じページの３目公民館費でございます。前年比９９万４，０００円の

減で、５３９万５，０００円の計上でございます。減額要因でございますが、１２

０ページの一番上、１１節の光熱水費でございます。こちら旧小軽米中学校でござ

いますが、小軽米分館として管理しておりました。それが民間の活用ということで

光熱水費８２万７，０００円の減額というのが主な要因でございます。  

    それでは、１２０ページの４目図書館費でございます。前年比１８３万５，００

０円の増、２，０００万９，０００円で計上させていただいております。１８３万

５，０００円の増要因でございますが、１２１ページの備品購入費、１８節になり

ます。こちら、事務用パソコン等購入費とございます。あと、図書購入費とござい

ます。事務用パソコンについては、インターネットの閲覧用２台、それから事業パ

ソコン４台となっております。これは、ウインドウズのサポートが終了しているこ

とでシステム上の増額でございます。それから、図書購入費につきましては５０万

円増となっております。 

    一番下の５目文化財保護費、前年比１８０万９，０００円の減、１，５５８万５，

０００円で計上しております。減額要因としましては、委託料になります。１２２

ページの１３節委託料でございます。こちらのほう、遺跡、それから町道等の発掘

調査で遺物が出ましたときに分析調査をいたします。そちらのほうの委託料の減と

いうことになります。  

    その次、１２２ページの６目青少年ホーム費でございます。前年比１０万２，０

００円の減で２５万７，０００円で計上しております。維持管理に必要な経費を計

上させていただきました。  
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    １２３ページをお願いします。７目の農村勤労福祉センター費、前年比１０万７，

０００円の減、６１万４，０００円で計上しておりますが、こちらも必要な維持管

理費ということで計上させていただきました。  

    ８目民俗資料館費、前年比２０万２，０００円の増、１４１万４，０００円で計

上させていただいております。こちらは、昨年同様で計上させていただいておりま

す。 

    それから、１２４ページお願いいたします。９目えぞと大自然のロマンの森運営

費でございます。前年比３５万２，０００円の減額、１３９万６，０００円で計上

させていただいております。減額の要因、こちら平成３０年度は工事請負費、４０

万円ぐらいなのですが、これを計上させていただいておりましたが、３１年はござ

いませんので、その分の減でございます。  

    それから、同じページ、１０款教育費、６項保健体育費の１目保健体育総務費で

ございます。前年と比較として８，０００円の増、３７０万２，０００円で計上さ

せていただいております。こちら、さまざまな補助金等でございます。昨年同様で

計上させていただきました。  

    それから、１２５ページ、２目の学校給食費でございます。前年比８８４万７，

０００円の減、１億２，８５１万６，０００円で計上させていただいております。

８００万円ほどの減額要因でございますが、１２６ページの使用料及び賃借料、こ

ちらで平成３０年度は学校給食運搬車の借り上げ料８１万円の計上、それから同じ

く３０年度は１８節備品購入費で車両を購入しております。その分で８７０万円ほ

どでございますので、その分の減ということになります。あとは昨年同様の事業と

なります。  

    １２６ページの３目体育施設費でございます。前年比５２万７，０００円の減、

４，８９９万９，０００円で計上させていただいております。こちら前年同様でご

ざいます。５２万７，０００円、これの減額は昨年の工事、１５０万円ぐらいの工

事だったのですが、なくなったということ。それから、今年度については芝管理の

賃金ですね、７節の賃金、こちら芝管理の分などによるものでございます。  

    以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  以上、説明が終わりました。  

    ５項、６項、一括して質疑を受け付けます。質問ありませんか。  

    中村委員。  

〇２番（中村正志君）  先日お知らせ版の中で文化財専門員の臨時の期限つき調査員の募

集がありましたけれども、教育委員会では専門員、学芸員を採用されて文化財専門

員、学芸員がお二人になって充実されたのではないかなというふうに思っていまし

たけれども、文化財の発掘調査の事務量がなおかつふえてこういうふうな専門員を
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また募集しなければならないようになってきているのか、その辺の状況を教えてい

ただきたい。  

             〔「ちょっと休憩」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  休憩します。  

               午後 １時３６分  休憩 

―――――――――――――  

               午後 １時３６分  再開 

〇委員長（松浦満雄君）  再開します。  

    教育委員会事務局総括次長、堀米豊樹君。  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  文化財の専門員でございますが、現在専門

員、学芸員、生涯学習担当のほうで１人ということでございます。あと、資格があ

る職員については学校教育総務のほうで業務に当たっております。それから、本年

度も学芸員を６月補正でお願いして、予算をとらせていただきました。予算をとら

せていただいて財源のほうを確保して、職業安定所、そちらのほうに募集を出しま

したが、残念ながら応募がないという状況です。ことしについても、財源を確保し

て引き続き募集をしたいということで計上させていただいております。  

    以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  中村委員。  

〇２番（中村正志君）  今の説明の中で学芸員資格のある者を教育総務のほうで仕事させ

ているという言い方されましたけれども、採用するときに一般職には一般職かもし

れないけれども、学芸員として採用されたのではないでしょうか。専門職として採

用しているのであれば、なぜそういうふうにならざるを得ないのかなというのがち

ょっと疑問を感じるところですけれども、何かやっぱり事情があったのでしょうね。  

             〔「休憩」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  休憩します。  

               午後 １時３８分  休憩 

―――――――――――――  

               午後 １時４０分  再開 

〇委員長（松浦満雄君）  再開します。  

    ほかに。  

    舘坂委員。  

〇６番（舘坂久人君）  ２点ほどお聞きしたいと思います。  

    まず、今の文化財の関係ですが、土木関係のほうでさっきお話しあったのですが、

参勤街道線の発掘調査ですね、沼のところの、あそこで何か遺跡、遺跡というか何

か出土したわけですか。発掘調査やって何か出ましたか。  
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〇委員長（松浦満雄君） 教育委員会事務局総括次長、堀米豊樹君。  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  沼の遺跡で、出たかということですが……  

〇６番（舘坂久人君）  何か貴重品とか……宝が出ましたか。  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  ちょっとお時間をいただきたいと思います。  

〇委員長（松浦満雄君）  舘坂委員。  

〇６番（舘坂久人君）  それでは、別な質問ですが、どこの分野で聞けばいいのかわかり

ませんが、高校野球の件なのですが、春の県大会、夏、秋の県大会とあるわけです

が、大体県南、県央、県北、前は沿岸もあったのですが、沿岸のほうはまだちょっ

と不備だということで大体順番で回っているわけですが、県北開催のときは割合と

ここのハートフルが結構中心になって試合数も多かったのですが、最近、去年の秋

の県大会、何試合かはハートフルでやったわけですが、ほとんど何か久慈市、二戸

市。軽米のハートフルがかなり試合数がなくなったなというふうな印象なわけです

が、どういうわけなのか、ほとんど久慈地区のほうが何か県北開催でも試合数が多

くなったようですが、この原因はどういうわけなのかなと思っていましたが、何か

ハートフル球場のふぐあいとかそういうのがあってそういったことになっているの

か、ちょっとお聞きしたいと思います。  

〇委員長（松浦満雄君）  教育委員会事務局総括次長、堀米豊樹君。  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  お答えします。  

    まず、ハートフルの球場のふぐあい、そういうことは聞いておりませんで、あと

高校野球の事務局のほうからもこういったことがということでご意見等伺ったこと

はございません。  

    あと、高校野球の春、夏、秋の大会ではほとんど久慈地区で開催されるというこ

とにつきましては、そこの事務局の都合だとは思うのですが、ちょっと私のほうで

は問い合わせもしたことがございませんで、理由としては今わからない状態でござ

います。軽米にあるものですから使っていただきたいとは思っておりますので、そ

の辺情報収集等これから努めていきたいとは思っております。  

    以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  教育委員会事務局生涯学習担当次長、大清水一敬君。  

             〔「続けて……関連するんだから」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  舘坂委員。  

〇６番（舘坂久人君）  ぜひ、やはり何かあるのだろうとは感じています。特にも春の県

大会なんか県北開催でやったときはすごく好評なわけです。ちょうどシバザクラで

すか、シバザクラが咲いている時期で、すごく好評だったわけです。徐々に何か、

私からすれば高速道の便もいいし、だからあえて久慈のほうまで行ってやらなくて

もいい、かえって本当はいいような感じするのですが、何か理由があるのか、やっ
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ぱりその辺は調査していつかの機会に報告してもらいたいなと思っていました。  

    以上です。  

〇委員長（松浦満雄君）  教育委員会事務局総括次長、堀米豊樹君。  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  調査して報告させていただきます。順番と

いうのもあるかと思います。私のほうでハートフルのふぐあいについては、先ほど

も言ったとおりでございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  では、戻ってさっきの……教育委員会事務局生涯学習担当次長、

大清水一敬君。  

〇教育委員会事務局生涯学習担当次長（大清水一敬君）  土器等の出土は若干あるようで

ございますが、特に貴重なものとかそういったことでなくて、強いて言えばあれで

すが、どこにも出てくるような感じということで、工事に対しての影響だとかそう

いったものはないので、工事のほうは別にまた進めながらということで、今はその

土器を組み立てたりとか、そういった作業をして、こういうものが出てきたよとい

うような形で資料として残す。外部に照会を出すようなものというか、そういった

ものでもないということでありますので、そういった状況でございます。  

             〔「了解」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、大村委員。  

〇８番（大村  税君） 給食費のことでちょっと考え方をお聞かせ願いたいと思って、２

点ほどです。  

    今の学校給食が米飯とパンと２つに分かれてやっているのですけれども、その比

率がどうなのか。それとまた、イチノベパンがまず倒産してパントーネとか何とか

というところに移ったのかなと、こう想定しますが、どういうところから供給され

ているのか、お尋ねしたいと思います。  

    それからもう一点は、今円子のパン工房が行政の補助をいただいて立ち上がって、

今ある程度市販できるようなパンも出ているようでございまして、そしてまた今パ

ン工場も軽米の幼稚園のお母さんたちのグループ、７人ほどでそのパンの製造工程

をいろんな講習を受けて市販できるようなパンができているということでございま

すし、また保健所の許可あるいは販売許可も取得したというように聞いておりまし

て、そういうようなところでまず地場産業の育成も兼ねての学校給食にそのコッペ

パンというか、パン食分全部とは言わないけれども、一部使って地場産業の育成も

兼ねた対応をしてほしいものだなと、このように思いますが、その２点についてお

考えがあればお話しいただきたいし、また持っていないのであれば今後再度研究、

検討してほしいなということでお願いいたします。  

〇委員長（松浦満雄君）  教育委員会事務局総括次長、堀米豊樹君。  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  米とパンの比率については、お時間をいた
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だいてお答えしたいと思います。  

             〔「御飯が何回、パンが何回」と言う者あり〕  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  回数……回数でいえば、失礼しました。米

とパンの比率を回数で申し上げさせていただきます。御飯は週４回でパンは月に４

回、そういうことになっております。  

             〔何事か言う者あり〕  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  そうですね、御飯は週に４回で、パンは月

４回なので週１回ということでございます。  

    あと、パンの供給先なのですが、県南のオリオンベーカリーという会社からとい

うことです。  

    あと、パン工房でのパンの使用はということでございます。軽米町の中でパン工

房に限らず地場産業のところがございます。いただいて、これを使ってくださいと

か、あとそれから使っていただきたいというふうなことをお伺いします。限られた

予算の中でございますので、その中でやりくりができるかどうかということにかか

ってまいります。通年の材料等でも軽米のものを使うのが５０％をやっと超えてい

るという状況でございますが、軽米で栽培したものがとれるようになるにはそれな

りの時期を待たなければならず、ない時期にはどうしてもほかからということがご

ざいます。そういう状況でありまして、その中でいろんな要素があって予算の範囲

内で使うということになりますが、気持ちとしてはなるべく軽米のものを使いたい

ということで、その予算の範囲内の中で考えていきたいということで、よろしくお

願いしたいと思います。 

〇委員長（松浦満雄君）  大村委員。  

〇８番（大村  税君） 大変前向きなお考えを伺いまして、期待しているところでござい

ます。というのは、幾らかはパンの単価が高くなるのだけれども、いつか藤山浩先

生のお話の点で、今の自治経済は循環型経済を重視するべきだというようなことで

ございますので、その地場産業の育成と、また地域の循環型経済をかみ合わせた取

り組みをぜひ検討し実施できるよう要望しまして、終わります。  

〇委員長（松浦満雄君）  中村委員。  

〇２番（中村正志君）  パークゴルフ場のトイレ借り上げ料が予算化されて、やっとやっ

ていただけるなと思っていましたけれども、ただ、聞くところによると、何か大会

のときだけに限るような言い方をちらっと聞いたりしたのですけれども、前からも

ちょっと私からも要望しているのですけれども、いずれふだんの練習時においての

必要性というのは私自身も感じていますし、あそこで利用する方々が常にそういう

ふうなことを感じているということなので、やはり大会時とかそういうことではな

く、通常使えるように４月から１１月までの設置というふうなことは当然必要では
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ないかなと思います。  

    また、先日パークゴルフ協会の総会に私も会員なので出席しましたけれども、特

に女性の方から強くこれは要望してほしいということを私も言われていますし、私

自身もそれを感じております。というのは、そういうふうなトイレがないところで

用を足す姿を町外の人が来て、盛岡の人たちが来て非常にマナーが悪いなとかとい

う悪い評判が立ち始めているというふうなことも聞いたりしております。やはりマ

ナーに厳しいゴルフですので、その辺も含めてぜひこれは通年やっていただけるよ

うにお願いしたいと思います。私の言っているのが間違いだったら別に、通年やる

予定だよということであればそれでいいのですけれども、よろしくお願いしたいと

思います。  

〇委員長（松浦満雄君）  教育委員会事務局総括次長、堀米豊樹君。  

〇教育委員会事務局総括次長（堀米豊樹君）  ちょっと直して通年にしたかと思ったので

すが、ちょっと今調べて、すぐ調べますので担当者のほうから。  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、後ほどということで。  

             〔「今聞いて」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、教育委員会事務局生涯学習担当次長、大清水一敬君。  

〇教育委員会事務局生涯学習担当次長（大清水一敬君）  パークゴルフ場のトイレにつき

ましては、前々からそのようなお話があって、去年の話の段階では、協会の方とも

相談した段階では、ちょっと景観のこともということもあったので、ちょっと検討

するということでありましたが、今回そういった要望がありまして、とりあえず大

会の部分のところで、いっぱい人が集まるところでということでちょっと様子を見

てということでこの予算を計上して設置をするということで、それがやはり必要だ

ということになればちょっと補正とか検討しながら進めていきたいと思っておりま

す。去年までの話のところですと、余り使わないのではないかという意見も聞いた

ところもありましたったので、今回につきましてはとりあえず大きい大会のところ

でリースで設置をして仮設でという形で準備をして、その要望が多ければやはり必

要だという判断のもとに補正とかで検討してまいりたいと思っております。よろし

くお願いしたいと思います。  

〇委員長（松浦満雄君）  中村委員。  

〇２番（中村正志君）  絶対必要だと思っていました。私自身もそういうふうに思ってい

ますし、強く、強く女性の方々には言われていました。それだけ言うということは

やっぱり必要性があると思いますので、男性はそこでやっている人たちはいっぱい

います。それがはっきり言って必要ないという言葉になっているかもしれないので

すけれども、あれば非常にマナー上非常に悪いというふうにも言われていますし、

それで何かトラブルもあったという話も聞いたりしておりますので、必要性は絶対
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あると思います。特にスタートする場所ですので、そこでみんな必ずそういうトイ

レを済ませてからスタートするという、そういう場所のところで必要性はあるはず

ですので、ぜひ早急にやっていただきたいと希望します。  

〇委員長（松浦満雄君）  ほかになければ終わりますよ。  

    山本委員。  

〇１３番（山本幸男君）  パークゴルフの話が出ましたので関連して質問しますが、音更

町との交流事業の中でパークゴルフが隔年だか２年に一回で交流しているわけです。

ことしは軽米町が音更町に行く番だそうですが、町ではバスの関係を援助するとい

うような方向づけだように聞いておりますが、しかしパークゴルフの側から見れば、

体力的にもう少し別な形でも応援してもらわないとなかなか参加人員を確保できな

いというような問題を抱えているというように聞いておりますが、支援の内容につ

いてもしわかれば説明願いたい。  

〇委員長（松浦満雄君）  総務課総括課長、吉岡靖君。  

〇総務課総括課長（吉岡  靖君） パークゴルフ協会の音更町への町の支援の内容でござ

いますが、まず軽米から音更に行くのにはフェリーを使うということで、八戸まで

と、あと帰りの八戸フェリーターミナルから軽米までの送迎をチューリップバスで

お手伝いをして支援したい、そういうふうに考えてございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  山本委員。  

〇１３番（山本幸男君）  八戸と軽米間の支援、それ以降は全部負担なわけだ、それ以外

は。それだけではなかなか大変でないのかなというような要望を聞きましたが、そ

れらについては考えたほうがよいと考えますが、いかがですか。  

〇委員長（松浦満雄君）  総務課総括課長、吉岡靖君。  

〇総務課総括課長（吉岡  靖君） これは一般質問でもお答えしたと思いますが、記念事

業の際にはそういう旅費にかかる分全ての経費に対して一定の割合で補助したとこ

ろでございますが、平年の交流につきましてはそういった形で支援させていただき

たい。 

    前回パークゴルフ協会で音更町のほうにお邪魔した際にも、フェリーターミナル

までは町でお送りし、あと苫小牧には音更町のほうから迎えに来ていただいて、音

更町まで送り届けていただいた。そこからまた別な宿までとかはその宿のバスを使

用して移動をし、さらにそちらからまた苫小牧まで来るときには音更町のバスでお

送りいただくというふうなことを聞いております。  

    前回軽米に音更町のほうからいらした場合にも、フェリーターミナルまでの迎え、

それとあと次の日が十和田かどっかのコースの行ったと思うのですが、その際には

そちらの旅館のほうのバスを利用していただいたと。その十和田のほうからフェリ

ーターミナルまでは軽米のバスにてお送りしたというふうな支援の仕方を行ってお
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りますので、これまでの状況に倣った形での支援を考えております。  

〇委員長（松浦満雄君）  山本委員。  

〇１３番（山本幸男君）  パークゴルフ会員の高齢化あるいは体力の関係、いろいろもう

少し支援してもらいたいというような要望があるようでございますので、いつかの

機会に検討してもらいたい、要望しておきます。  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、１０款終わります。  

    １１款、１２款質問ありますか。  

             〔「ありません」「休憩」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、休憩の前に議案第８号について漏れがあった分を終

わらせまして休憩に入りたいと思います。  

    再生可能エネルギー推進室長、戸田沢光彦君。  

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  午前中に質問があった分でお答えして

いなかった部分についてお答えしたいと思います。  

    舘坂委員のブルケン東北の稼働状況、それから工業団地の残りで残っている部分

の広さということでございましたけれども、ブルケン東北と私お話ししましたけれ

ども、正式名称が株式会社ブルケン東日本軽米営業所ということでございました。

従業員数が６人、土日、それから祝日を除く通年で稼働しているということでござ

います。詳細な内容につきましては、先ほどもお答えしましたように、建設資材を

製造している、主にサッシのようでございますけれども。出荷先は盛岡、二戸地域

の建材関係業者に卸販売しているということでございます。  

    それから、工業団地の分譲可能面積ということでございましたけれども、当初の

取得面積が８万４，７３１平米、これを造成しましたところ、工業団地として使え

る部分が３万９，３４６平米ということになります。既にそのブルケンに譲渡した

部分が９，１８６平米、これからまだ残っている部分が３万１６０平米ということ

でございます。  

    それから、山本委員の大規模養鶏の所有者ということでございましたけれども、

面積で１４．２ヘクタール、地目は山林でございます。所有者は、町内８名、それ

から町外が１名の合計９名ということでございます。所有者氏名については、個人

情報でございますので、差し控えさせていただきたいと思います。  

    以上です。  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、議案第８号について質問漏れがあったらお願いしま

す。なければ休憩します。よろしいですか。  

             〔「はい」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは正面の時計で１５分まで１０分間休憩します。  

               午後 ２時０４分  休憩 
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―――――――――――――  

               午後 ２時１７分 再開 

〇委員長（松浦満雄君）  休憩前に引き続き会議を開きます。  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    ◎議案第９号の審査  

〇委員長（松浦満雄君）  次に、議案第９号を議題とします。議案第９号は、平成３１年

度軽米町国民健康保険特別会計予算です。  

    補足説明があればお願いします。町民生活課総括課長、川島康夫君。  

〇町民生活課総括課長（川島康夫君）  平成３１年度の国保会計の当初予算の概要につい

てご説明申し上げます。 

    お手元の配付済みの１枚物の資料を用意していただければ、これに沿って説明し

てまいりたいと思います。資料左側、歳入でございますけれども、１款の国民健

康保険税が６３万円減の２億８９０万３，０００円でございます。  

    それから、４款の国庫支出金の３００万円の皆増でございますけれども、療養給

付費国庫負担金の平成３０年度精算分３００万円を見込んでおります。  

    それから、５款の県支出金なのですが、保険給付費等交付金のうちの普通交付金

８億１，９６２万２，０００円、昨年度比で２，４２４万６，０００円増になり

ます。これが歳出の医療費の給付に充てる財源として県のほうから交付されるも

のでございます。５款県支出金の合計が、昨年度比１，１７１万７，０００円増

の８億４，９６２万円というふうなことになってございます。  

    それから、８款の繰入金なのですが、一般会計の繰り入れでございますが、２，

５２２万９，０００円増の１億２，３４０万４，０００円です。繰入金の内訳は、

資料右側の下の箱の中にあります。事務費の増が主な増要因になっています。そ

の中身につきましては、総務費のほうの説明のところでいたしたいと思います。

それから、基金繰り入れなのですが、もう既に基金、予算上ないことに、枯渇し

ている状況でございますので、皆減というふうなことになってございます。  

    歳入の合計が１１億８，７００万円で、昨年度比１，２００万円の増となってご

ざいます。  

    次に、資料右側の１款総務費でございますが、昨年度比２，５１７万４，０００

円の増になってございますけれども、平成３１年度で市町村事務処理標準システ

ムを導入いたしたいと思っていますので、これに係る委託料分が１，１８７万５，

０００円の増、それから岩手県国保事務処理標準システムのクラウド化を平成３

１年度から県内で進めようとしているものでございますので、これに係る負担金

の１，１７２万９，０００円、合計で２億２，０００万円ですか、これが事務費

繰り入れの大きな増要因となったものでございます。  
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    それから、２款の保険給付費ですが、８８６万２，０００円増の８億２，７７１

万４，０００円。  

    それから、事業費納付金でございますが、これが保険税を財源として県のほうに

負担する納付金なわけでございますけれども、２，５７７万円減の２億９，４４

０万２，０００円となってございます。  

    以上、合計で歳入同様１，２００万円増の１１億８，７００万円でございます。  

    以上です。  

〇委員長（松浦満雄君）  説明が終わりました。  

    質疑ありますか。  

    古舘委員。  

〇１２番（古舘機智男君）  一般質問で取り上げようと思っていたやつなのですけれども、

できなかったので質問したいと思います。  

    基本的に国民健康保険税はほかの公的な医療保険と比べてやっぱり根本的に違う

ところというのが、均等割、平等割という、一番近いと言われている中小企業で

働いている人たちの協会健保というのがありますけれども、それがまあ近いとい

うか、その制度と比べても倍以上の、平均的にいけば倍ぐらいの保険税の額にな

っております。そこの中で違いというのは、協会健保の場合はそこで働いていた

人本人の１人で計算されますけれども、国保の場合は平等割、均等割というのは

出てきて、その分が大きな負担になっているのが現実だと思います。  

    軽米町の場合、町長の英断とか配慮によってこれまで一般会計からの繰り入れを

ずっと続けてきて、この間国保税の値上げをしないでまいりました。今度、国保

の財政的な運営は県に移管をされることになっております。そういう中で、これ

からの健康保険料、国保税の額の推移について、見通しについてお聞きしたいと

思いますが、ことしは値上げしないという宣言をされました。県に対する納入額

等々で見れば、軽米町の場合は今の国保税よりもちょっと下げてもいいという、

むしろほかで上がるところが多いのですけれども、下げてもいいという形になっ

ていますけれども、現状維持にしているわけです。  

    国保の都道府県化の大きな眼目は、国としては国からの負担金等々をふやさない

でいこうというのが根底のところにあります。それから、一般会計からの繰り入

れを削減していこうというのがあります。今回は激変緩和等々の措置があって値

上げはされませんでしたけれども、町長の施政方針演述によれば、岩手県の国保

運営方針に従い、一般会計から法定外繰入金を今年度に限るのかどうかわかりま

せんけれども、行わず、保険税の改正は行わないと予算を編成していると言いま

すが、その形をとっていけば来年度以降、激変緩和は三、四年になっているのか

な、そういう形もありますし、今後はどんどん上がってしまうというのが目に見
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えているわけですけれども、今でさえも高過ぎる健康保険税なのに、県の方向に

従ってという形でずっと繰り入れをなくしていけば負担がどんどん増えてくると

いうのが目に見えていて、そのレールを敷く方向になっていると私は感じており

ます。そういう意味で町長の今年度は繰り入れしないというのが、任期中も含め

てこれからはもう繰り入れはしないよということなのか、まず明らかにし、これ

以上の値上げは抑えるという考えはないのか、その辺の国保税の額の問題をお聞

きしたいと思います。  

    特にそういう課題のある国保税の中で、宮古市では財源がふるさと納税の関係を

使用しながら、子供たちの国保税分の均等割の部分は課税しないという形にして、

保険税値下げを図ろうとしています。そういう意味では、そういう形で、宮古市

みたいな形で自分たちの財源を利用しながらむしろ値下げをしていくという方向

が必要だと思いますが、その考えについて町長からの答弁をお伺いしたいと思い

ます。 

〇委員長（松浦満雄君）  町長、山本賢一君。 

〇町長（山本賢一君）  国保税は、委員おっしゃるとおり、加入者数の平均年齢が非常に

高い、それからまた所得が低い、それからまた医療費等が非常にかかるというふ

うな状況になっております。当町におきましてもそういった傾向が強く、特に６

５歳から７４歳までの割合が４２．６％と、非常に高くなっております。それか

らまた、加入者数に限っていえば２９．２８％と、３０％を割ってきております。

そういった面では、この国保税の公平性、さまざまこれまでも議会でも議論され

てまいりました。  

    平成３１年度は、何とか一般会計からの法定外繰り入れなくても基金等で対応で

きました。平成３２年以降に関しましては、国、県の動向等を見ながら、国も、

県もできるだけ一般会計からの法定外の繰り入れは余りよしとしてはおらないと

ころもございます。そういったところの流れも見ながら検討してまいりたいとい

うふうに思っております。  

    この時点で平成３２年以降値上げしないのかと、どうなのかというふうなことに

関しましては、いずれ動向を見ながら検討するというふうなことでコメントさせ

ていただきたいというふうに思います。  

    以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  古舘委員。  

〇１２番（古舘機智男君）  平成３２年度以降は値上げしないのか、と同時に、高過ぎる

国保税の中の平等割、均等割の子供の国保税の分を宮古市なんかのやり方のよう

にむしろ下げていく、負担を引き下げていく必要があるのではないかな。町長が

一般会計から繰り入れをするようになって、ある意味では岩手県の中での軽米町
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の調定額がやっぱりずっと前よりはどんどん下がってきたことも間違いありませ

んし、収納率とかもありますが、収納率はそんなに変わらないかな、滞納者の比

率も前は１０％ぐらいいたのが今その比率が下がってきて、前には１０人に一人

だったのが十二、三人に一人ぐらいの滞納者が少なくなっているということの実

績も上げてきております。そういう意味でも、逆に上げないのかと同時に下げる

ということの検討も視野に入れた施策が必要だと思いますが、いかがでしょうか。  

〇委員長（松浦満雄君）  町長、山本賢一君。 

〇町長（山本賢一君） 今国も、県のほうも激変緩和というふうなことでいろいろな措置

をしていただいております。これもまたこれから恒久的にずっと持続していくこ

とを町村会としてもこれから発したいと、その方向であるというふうには聞いて

おりますけれども、しっかりと要望してまいりたいというふうに思っているとこ

ろでございます。  

    そういった中で、一般会計からの法定外からの繰り入れ等もこれまでやってまい

りました。そういう点では値上げしないで何とかここまでやってきましたけれど

も、そういった中で下げる要因というのは、ちょっとこれはなかなか検討しづら

いというふうに考えておりますし、また先ほどから繰り返しになりますけれども、

今後の動向等を見ながらきちっと検討してまいりたいというふうに思っておりま

す。 

    以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  古舘委員。  

〇１２番（古舘機智男君）  滞納者に対するペナルティーの関係の短期保険証の発行につ

いて、これも何回も取り上げてきているのですけれども、やっぱり今、ほかの自

治体の話ですけれども、保険証がすぐ手元になくて受診抑制になったり、病院に

行かなくて重症になったり、亡くなったりという話のニュースも聞かれます。実

質的には１カ月以上の短期保険証がなくて、また再交付はしているようですけれ

ども、そのくらいだったらきちんと短期証は渡しながら納税相談をするという形

にしないと、とにかく納税相談に来ないと保険証を渡さないよというような形と

いうのは本当にペナルティー、前にも言ったように町民いじめになっている、そ

の根本のところが、町長も認めているように国保制度という中の加入者の所得が

一番低い人たちの層のところが保険税が、保険料が一番高い負担率になっている

というところが大きな問題なので、そういうことに対してやっぱり実質的にもう

１カ月以内に短期保険証は渡しているというのだったら自動的にきちんと渡して

いいのではないかな。このことはすぐにもできることで、何回も言うように盛岡

市などでは実施していないものですので、再度この問題についての平成３１年度

の方針についてお伺いいたしたいと思います。  
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〇委員長（松浦満雄君）  町民生活課総括課長、川島康夫君。  

〇町民生活課総括課長（川島康夫君）  委員おっしゃるその短期被保険者証につきまして

は、被保険者証の有効期間を短く設定して更新時を納税相談の機会と捉え、対話

を通じながら生活実態を把握し、納税者に応じた納付計画等により未納の解消に

つなげ、税の公正、公平を確保するために行っているというものでございます。  

    それでは、１カ月程度で郵送するのであれば最初から交付したらというふうなお

話ですけれども、それで短期保険者証の交付書、前回交付したものが６８件ある

のですが、そのうち相談においでになっていただいた方が３６件ございまして、

半分の方が相談にも応じていただけないよというふうな状況でございますので、

もしこれすらも出さないで１年間の有効の保険証を出して、果たしてどの程度の

方が相談に来ていただけるのかなというふうな危惧もございます。  

    以上です。  

〇委員長（松浦満雄君）  古舘委員。  

〇１２番（古舘機智男君）  新潟県でしたか、能生町のことなのですが、滞納者の、滞納

するということは役場にとってはありがたいとは言わないけれども、いろんな問

題を抱えているということのシグナルだということに捉えて、例えばいろんな経

済苦の中での家庭の問題とか、自殺等も含めたいろんな経済的な問題が土台にな

っている、そういうので滞納者がいるというのはこれは何か問題抱えているのだ

って、もうシグナルとして、どういう問題が背景にあるのかなという形で職員た

ちが配慮しているという先進事例を聞いたことがあります。そういうふうに、む

しろ滞納というのはそのシグナルを発信しているものであって、それに応えてや

るのがある意味では自治体の本来の役割だと思っていますので、これで、繰り返

しになりますのでですが、何としても、単純に言えば盛岡市でやっていないのを

何も軽米でやる必要がない、それからやっぱりそのシグナルはいい情報提供だと

いうぐらいの思いで行政が仕事をするということこそ必要ではないかなと思った

ことを申し上げて、答弁はいいですので、よろしくお願いします。  

〇委員長（松浦満雄君） ほかにございませんか。  

    なければ、議案第９号を終わります。  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    ◎議案第１０号の審査  

〇委員長（松浦満雄君）  次に、議案第１０号を議題とします。議案第１０号は、平成３

１年度軽米町下水道事業特別会計予算です。  

    補足説明があればお願いします。  

    地域整備課総括課長、川原木純二君。  

〇地域整備課総括課長（川原木純二君）  平成３１年度の下水道予算は１億６，２７０万
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円、歳入歳出見ております。前年度と比較して６４０万円の減となっております。

これは、主なものは工事費関連で５９０万円ほど減額になっております。  

    それで、平成３１年度は向川原地区からユニバースのほうに向かって工事予定に

なっております。  

    以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  説明が終わりました。  

    議案第１０号について質疑を受け付けます。質疑ありませんか。  

             〔「ありません」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、議案第１０号を終わります。  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    ◎議案第１１号の審査  

〇委員長（松浦満雄君）  次に、議案第１１号を議題とします。議案第１１号は、平成３

１年度軽米町介護保険特別会計予算です。  

    補足説明があればお願いします。  

    健康福祉課健康づくり担当課長、大西昇君。  

〇健康福祉課健康づくり担当課長（大西  昇君） 介護保険特別会計予算になります。お

手元の議案第１１号関係の資料になります。Ａ４の１枚になります。ごらんいた

だきたいと思います。  

    平成３０年度予算との比較で、資料上段から、歳入から説明させていただきます。

１款のサービス収入ですが、平成３０年度予算に比べて３５８万４，０００円の

減で、３，３８８万７，０００円といたしました。内訳は、訪問介護収入が１３

万４，０００円増の７８２万９，０００円、訪問入浴介護収入が４４０万８，０

００円減の１１９万４，０００円、通所介護収入が１１６万８，０００円増の１，

７２０万１，０００円、総合事業費収入が２２万２，０００円増の４４５万４，

０００円、居宅介護サービス計画収入が７０万円減の３２０万９，０００円とし

ております。  

    次に、３款繰入金でございますが、２６１万１，０００円減の２，６４３万３，

０００円といたしました。  

    諸収入は、５，０００円減の７万８，０００円といたしました。  

    下段の歳出について説明させていただきます。１款の総務費でございますが、５

１５万５，０００円減の２，６６４万円といたしました。  

    次に、２款のサービス事業でございますが、９６万７，０００円減の３，２９９

万２，０００円です。内訳は、訪問介護事業費が１０万９，０００円減の６６９

万２，０００円、訪問入浴介護事業が５万３，０００円増の４５８万４，０００

円、通所介護事業費が９３万４，０００円減の１，７１０万４，０００円、総合
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事業費が２万４，０００円増の４５３万５，０００円、居宅介護事業費が１，０

００円減の７万７，０００円としております。  

    予備費でございますが、７万８，０００円減の７６万８，０００円といたしまし

た。 

    歳入歳出合計の予算ですが、平成３０年度の当初予算の比較で６２０万円、率に

して９．２％の減となっております。  

    以上でございます。よろしくお願いいたします。  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、質疑を承ります。質問ありますか。  

    舘坂委員。  

〇６番（舘坂久人君）  単純な質問ですが、高齢化しているのにサービス収入が減ってい

るというわけなのですが、これはどうなったわけなのですかね。高齢者がふえて

いる割には利用者が減っているということなのですが、減るという予算案なわけ

ですから、その辺ちょっと説明お願いします。  

〇委員長（松浦満雄君）  健康福祉課健康づくり担当課長、大西昇君。  

〇健康福祉課健康づくり担当課長（大西  昇君） それでは、お答えいたします。  

    訪問介護収入の利用者の方が減っておるということで減ということでご理解いた

だきたいと思います。  

〇委員長（松浦満雄君） 舘坂委員。  

〇６番（舘坂久人君）  減っているということは、例えばふれあいセンター以外のそうい

った施設の利用のほうに流れているという解釈でしょうか。その辺はどのような

説明になりますか。  

〇委員長（松浦満雄君）  健康福祉課健康づくり担当課長、大西昇君。  

〇健康福祉課健康づくり担当課長（大西  昇君） 流れておるといいますか、そちらのほ

うの施設等にも行っておられる方もあるということで減となっています。  

〇委員長（松浦満雄君）  納得してください。 

〇６番（舘坂久人君）  わかりました。  

〇委員長（松浦満雄君） ほかになければ次に進みます。  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    ◎議案第１２号の審査  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは次に、議案第１２号を議題とします。議案第１２号は、

平成３１年度軽米町後期高齢者医療特別会計予算です。  

    補足説明があればお願いします。  

    町民生活課総括課長、川島康夫君。  

〇町民生活課総括課長（川島康夫君）  後期高齢者特別会計予算につきましても、配付済

みの１枚物の資料でご説明申し上げたいと思います。  
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    主なものなのですけれども、左側、歳入、１款の後期高齢者医療保険料なのです

が、２８万８，０００円増の４，９２６万５，０００円でございます。  

    それから、３款の繰入金につきましては、１５万８，０００円減の……  

〇委員長（松浦満雄君）  休憩します。  

               午後 ２時４５分  休憩 

―――――――――――――  

               午後 ２時４８分  再開 

〇委員長（松浦満雄君）  再開します。  

〇町民生活課総括課長（川島康夫君）  合計で１０万円増の９，１１０万円となってござ

います。  

    右側、歳出の主なものなのですが、２款の後期高齢者医療広域連合納付金として

６２万３，０００円増の８，７０６万８，０００円を計上してございます。  

    合計も、歳入と同様１０万円増の９，１１０万円となってございます。  

    以上です。  

〇委員長（松浦満雄君）  説明が終わりました。  

    議案第１０号について質疑ありますか。  

             〔「なし」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  ないようなので、終了いたします。  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    ◎議案第１３号の審査  

〇委員長（松浦満雄君）  次に、議案第１３号 平成３１年度軽米町水道事業会計予算で

ございます。  

    水道事業所長、川原木純二君。  

〇水道事業所長（川原木純二君）  この間議場で説明したとおりでございますけれども、

老朽管更新事業は山内地区の和堂地から上谷地渡の線を予定しております。  

    以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  ということですが、よろしいですか。  

    舘坂委員。  

〇６番（舘坂久人君）  実はこの定例会前に議会運営委員会があったわけですが、議会運

営委員会で資料要求をしていたわけですが、その資料要求の内容というのは、い

わゆる１月でしたか、テレビ報道等で軽米町の水道料金が全国でも３番目に高い

という報道が流れたわけですが、それは事実なのか何なのか、そういった積算の

仕方の違いではないのかというふうなことでは議会運営委員会では議論があった

わけですが、やっぱり計算の仕方が違うのではないかというので資料要求しまし

ょうということだったわけですが、何かその辺の資料はないということで、当委
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員会で聞いてくださいということでしたから、そのことについてお尋ねします。  

〇委員長（松浦満雄君） 水道事業所長、川原木純二君。  

〇水道事業所長（川原木純二君）  今舘坂委員が質問したことにお答えします。  

    放送された水道料金のことについてでございますけれども、まず最初に当町の水

道事業の背景を説明させていただきます。  

    当町の気象、地形的特徴として、年間降水量が１，０００ミリと降水量が少なく、

またまとまった水量を有する水源を確保することが困難なところであります。さ

らに、山合いに集落が点在している典型的な中山間地域でございます。  

    これまで水道施設整備は、住民の要望に対しその時々の町の政策決定がなされ、

簡易水道事業として地区ごとに水源を確保し水道施設を整備し、現在に至ってお

ります。  

    今般、水道事業は地方公営企業法を適用した企業会計をもって水道事業の見える

化を国の指導により推進されております。  

    また、小軽米地区水道施設更新への補助事業の導入の際、平成２８年度までに町

内の複数の水道事業を一本の上水事業に取りまとめることが条件となったことか

ら、平成２８年度末に変更認可を取得し、平成２９年度から一上水事業として当

町の水道事業を経営しております。  

    さて、２０４０年、平成５２年、約２０年後ですけれども、に推計される水道料

金が高料金として全国４位になるとの件については、放送後にその情報を伝え聞

いたことから、資料と思われるものを入手し確認しているところです。公表は平

成３０年３月末で、データは水の安全保障戦略機構で検討している事案のうち、

国内の水道事業について新日本有限責任監査法人と共同研究した結果が出どころ

と思われます。  

    内容として、戦後の水道法制定前後から水道インフラが急速に整備されているも

のの、将来予測されている人口減少社会の到来と水道管を含む老朽化した水道施

設の増加の中で、他の社会インフラと同様にその持続性が危惧されるようになり、

料金の高騰、事故、トラブルによる断水など生活、経済への影響が避けられない

ことから、水道インフラが生活環境を支え続けるために水道に関する健全な議論

が加速するように公表されたものと思われます。  

    この研究結果を端緒として、広域連携を含め広域化、民間活力の活用などを含め

た持続的可能な水道事業経営のあり方について議論が前進していくことを期待し

たものであり、改正水道法の移行となった資料と思われます。  

    推計される料金の算定は全国各事業体一律として、収益面では人口増減による料

金収入の算定と水道事業は本来独立採算制であることの考えから補助金、繰入金

を２０４０年度までにゼロにすること、また費用面では２０１５年、平成２７年
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度ですけれども、建設改良費に要した費用が今後２０４０年まで０．５％増で推

移すると仮定した上で減価償却費、支払い利息が増加する条件となっており、各

地域の諸事情は加味されていない推計条件となっているようです。  

    なお、推計の結果の活用に対する留意点として、平成２７年度の当該年度に大規

模な建設改良を実施した事業体は推計料金が高くなり、建設改良をほとんど実施

しなかった事業体は推計料金が低く……  

             〔「わかりました」と言う者あり〕  

〇水道事業所長（川原木純二君）  では、最後に、根本的に言って補助金等がなくなれば

今の現時点でも経営が成り立たなくなっています。健全な水道事業経営に影響す

る料金改正も、将来的には検討していかなければならないと思われます。そのと

きはご理解いただき、検討した結果についてご賛同願いたいと思います。  

〇委員長（松浦満雄君）  いいですか。  

〇６番（舘坂久人君）  はい、わかりました。 

〇委員長（松浦満雄君） 以上で終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    ◎議案第１４号の審査  

〇委員長（松浦満雄君）  次は、議案第１４号を議題とします。議案第１４号は、財産の

譲渡に関し議決を求めることについてです。  

    補足説明と、それから資料……  

             〔「一緒にやるんでねえすか、山本委員が」「い  

               やいや、これでいいべ」「いいが」と言う者  

               あり〕 

〇委員長（松浦満雄君）  では、これは飛ばします。  

    それでは、１４号について、総務課総括課長、吉岡靖君。  

〇総務課総括課長（吉岡  靖君） 補足説明は特にございませんが、いずれ社会福祉法人

軽米町社会福祉協議会が整備を進める特別養護老人ホームの用地を無償譲渡する

ものでございます。  

    所在は軽米町大字軽米第３地割２２番７、種別は土地の宅地、数量については６，

５９５．０７平米でございます。場所と所有権の状況あるいはその具体的な筆境

といいますか、そういったものは登記簿謄本の写し、あとは公図の写しをごらん

いただきますようお願いいたします。  

    以上でございます。  

〇委員長（松浦満雄君）  説明が終わりました。  

    皆さん、資料見ていますか。  

    質疑を受け付けます。質疑ありませんか。  
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             〔「ありません」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  ありがとうございました。  

    それでは、以上で第１４号を終わりますが、先ほど説明をしました資料ナンバー

５について、健康福祉課総括課長、坂下浩志君。  

〇健康福祉課総括課長（坂下浩志君）  それでは、資料要求がありました住田町の特別養

護老人ホーム施設の概要がわかる資料ということで、住田町のホームページを見

させていただきまして、それで作成したものでございます。  

    法人名でございますが、社会福祉法人鳴瀬会だと思います。  

    事業所の名称でございますが、特別養護老人ホーム「すみた荘」。  

    設置年月日でございますが、昭和６０年４月１日となっております。  

    入所定員等については８０床、そのうち長期入所が７０床、短期入所が１０床で、

ユニット型ということになっております。  

    構造ですが、木造一部鉄筋コンクリート造の平屋建て。  

    敷地面積については１万５，４８９平方メートル。  

    延べ床面積については５，００６平方メートル。  

    総事業費につきましては約２４億２，８６８万円ということです。  

    それで、住田町の建設費補助金でございますが、約１２億６，４３２万円となっ

ているものでございます。  

    その他として、平成２７年８月２５日に移転新築したというふうなことでありま

す。 

    以上で説明を終わります。  

〇委員長（松浦満雄君）  いいですか。  

             〔「いいです」と言う者あり〕  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    ◎総括質疑  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、ここで総括的な質疑を承ります。  

    議題１４件の個別質疑を終わりましたので、質問漏れ等ありましたら。  

    山本委員。  

〇１３番（山本幸男君）  町長の施政方針演述の中に大規模畜産・園芸ファームの関係の

演述がありました。養鶏については資料を出してもらいましたが、養豚について

は資料とか説明ができる段階ではないというような説明でございましたが、いず

れ特別養豚の経営に関心があるわけではありませんが、ただ、大型の養豚の関係

の事業が展開されるということは、ある面ではまた町内のバランスが変わる可能

性も、そんな面では大型というのはどんな、大手の企業がどっと来るというよう

なことなのか、町内の養豚やってきた人たちの利益になる施設なのか、もう少し
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計画について説明があったほうがいいのかなと思いますので。  

〇委員長（松浦満雄君）  再生可能エネルギー推進室長、戸田沢光彦君。  

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  事業者につきましては、大手といえば

大手、現在矢巾町で事業をやっているイセファームというところなのですが、主

に卵をやっている会社なのですけれども、矢巾町では養豚をやっているという会

社ですけれども、まず矢巾町のほうから移転をしてきたいというお話でございま

す。現在矢巾町のほうから出荷は十和田市のほうへ出しているということでした

ので、軽米のほうが近くていいのかなというお話でございました。  

             〔「規模は」と言う者あり〕  

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  規模、ちょっと規模については……  

〇１３番（山本幸男君）  卵……豚、卵。  

             〔「山本さんは養豚聞いたたんだよな」と言う者  

               あり〕 

〇１３番（山本幸男君）  養豚聞いたんだよ。 

             〔「だよね」「ただ、その会社は卵やっている会  

               社だという」と言う者あり〕  

〇１３番（山本幸男君）  卵って言ったから。 

             〔「卵もやっている会社が」「インターネットで  

               調べればいいんだ」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  山本委員。  

〇１３番（山本幸男君）  いいです。ただ、養豚の大手がどっと来て軽米で事業を展開す

るということになりますと、従来の業者との競合するのか、しないのかわからな

いけれども、そういう調整ができているのかどうかというようなことも聞きたい

し、本当に大きいのだか、それとも中ぐらいに大きいのだか。また向こうから来

たいとスタートしたのか、それともうちで誘致を積極的に勧誘している状態なの

か、その点も。  

〇委員長（松浦満雄君）  再生可能エネルギー推進室長、戸田沢光彦君。  

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  向こうからまずこちらのほうに来たい

というお話でございました。  

    それで、規模につきましては、施設用地で１０ヘクタールほど、そして母豚が１，

６５０頭、年間出荷が５万頭ほどで計画していると。新規雇用につきましては、

２０人ほどを見込むというふうな計画ということになっております。  

    現在のところはそこまでです。  

〇委員長（松浦満雄君）  よろしいですか。  

〇１３番（山本幸男君）  対応は。受け入れる方向なのか。  
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〇委員長（松浦満雄君）  ちょっと休憩します。  

               午後 ３時０７分  休憩 

―――――――――――――  

               午後 ３時０８分  再開 

〇委員長（松浦満雄君） 再開します。  

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  こういう規模で立地をしたいというこ

とですけれども、正式にはまだ向こうのゴーサイン、本社のゴーサインがこれか

らということでございますので、詳しいことはという向こうからのお話でござい

ます。 

〇１３番（山本幸男君）  場所は。１０町歩。 

〇再生可能エネルギー推進室長（戸田沢光彦君）  場所についてもこれから検討していく

ことになるかと思います。  

〇委員長（松浦満雄君）  いいですか。  

    それでは、ほかに質疑がなければ質疑なしと認め質疑を終了しますが、よろしい

ですか。  

             〔「はい」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、当局の退場をいただいて休憩しますか。  

             〔「はい」「はあ、いがべ」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  休憩しなくていい、では続行しますので、当局の皆様本当にあ

りがとうございました。 

             〔当局退席〕  

               午後 ３時０８分 休憩 

―――――――――――――  

               午後 ３時１０分  再開 

〇委員長（松浦満雄君） それでは、再開をします。  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    ◎議案第１号から議案第１４号の討論、採決  

〇委員長（松浦満雄君）  正直のところ１名か、一般会計と国保会計に反対をするという

ようなことでございますので、討論をしますか。  

             〔「そのときに」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  本会議場でということです。  

    それでは、反対がありますので、反対の議案を１件ずつと、残りを一括して簡易

採決としたいと思いますが、よろしいですか。 

             〔「はい」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  それでは、反対のありました議案第８号  平成３１年度軽米町
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一般会計予算について賛成の方の起立を願います。  

             〔賛成者起立〕  

〇委員長（松浦満雄君）  起立多数、可と決します。  

    続きまして、議案第９号  平成３１年度軽米町国民健康保険特別会計予算につい

て採決を行います。  

    賛成の方の起立を願います。  

             〔賛成者起立〕  

〇委員長（松浦満雄君）  起立多数によって可決いたしました。  

    残りの議案第１号から議案第７号までと議案第１０号から議案第１４号までを一

括して簡易採決といたします。  

    賛成の方全員ですね。いいですか。  

             〔「はい」と言う者あり〕  

〇委員長（松浦満雄君）  では、全委員をもって可決ということにいたします。  

    この際、何か要望があれば……いいですか。  

             〔何事か言う者あり〕  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

    ◎閉会の宣告  

〇委員長（松浦満雄君）  これで一旦会議を閉じます。ご協力ありがとうございました。  

（午後  ３時１３分）  

 


